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プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
」
―
教
職

課
程
に
お
け
る
優
れ
た
理
数

教
員
養
成
の
た
め
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
援
助
シ
ス
テ
ム

本
取
り
組
み
の
目
的
は
、
教

職
課
程
に
お
い
て
高
度
の
専
門

性
と
実
践
的
生
徒
指
導
力
を
有

す
る
高
等
学
校
理
数
教
員
養
成

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
総
合
的
な
ス

ク
ー
ル
・
ト
ゥ
・
キ
ャ
リ
ア

（School
T
o
C
areer

）
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
あ
る
。
Ｓ

採
択
さ
れ
た
の
は
「
資
質
の

高
い
教
員
養
成
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
教
員
養
成
Ｇ
Ｐ
）」「
現
代

的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
現
代
Ｇ
Ｐ
）」「
地
域

医
療
等
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
質
の
高
い
医
療
人
養
成
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
各
公
募
に

対
す
る
も
の
。
三
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

◇
教
員
養
成
Ｇ
Ｐ
「
理
数

教
員
養
成
に
お
け
る
Ｓ
Ｔ
Ｃ

Ｔ
Ｃ
は
、
学
生
の
学
習
面
、
心

理
・
社
会
面
、
進
路
面
、
健
康

面
の
悩
み
の
解
決
と
専
門
的
・

実
践
的
ス
キ
ル
養
成
に
よ
る
大

学
か
ら
高
等
学
校
現
場
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
行
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
総
合
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

◇
現
代
Ｇ
Ｐ
「
全
人
的
教

養
教
育
の
新
た
な
展
開
」
―

科
学
者
と
し
て
の
良
心
を
持

ち
、
創
造
的
知
性
を
備
え
た

人
材
の
育
成

本
取
り
組
み
で
は
、
本
学
基

礎
工
学
部
に
お
い
て
実
践
し
て

き
た
「
全
寮
制
教
育
」「
チ
ュ
ー

タ
ー
制
度
」「
体
験
学
習
」「
少

人
数
教
育
」
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
にC

om
petency

M
ana

gem
ent

、K
now
ledge

M
anagem

ent

、B
len

ded
L
earning

、
グ
ル
ー

プ
学
習
の
手
法
を
取
り
入
れ
た

e-L
earning

を
展
開
し
、

教
育
シ
ス
テ
ム
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
行
う
。
そ
し
て
、
学

生
の
個
を
学
習
達
成
度
だ
け
で

な
く
素
養
・
気
質
・
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
か
ら
分
類
し
、
個
に
応

じ
た
教
育
成
果
の
解
析
と
そ
の

結
果
をe-L

earning

に
反

映
さ
せ
る
再
帰
的
評
価
法
を
確

立
さ
せ
、
評
価
結
果
を
迅
速
に

取
り
込
む
自
己
変
革
型
学
習
シ

ス
テ
ム
と
し
て
のS

P
E
S

N
O
V
A

の
構
築
を
め
ざ
す
。

◇
質
の
高
い
医
療
人
養
成

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
全
国
的

薬
学
教
育
グ
リ
ッ
ド
の
構
築
」

本
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
薬

学
Ｃ
Ｂ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
設
計
と

運
用
に
積
極
的
に
協
力
し
て
き

た
本
学
を
中
心
と
し
、
複
数
の

大
学
と
連
携
し
て
、
共
用
試
験

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
な
が
ら
、
高
度
な

臨
床
能
力
と
と
も
に
研
究
的
素

養
を
効
率
よ
く
習
得
す
る
た
め

の
学
習
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
そ

の
評
価
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

実
務
実
習
に
必
要
な
知
識
を
効

率
的
に
測
る
た
め
の
新
規
出
題

形
式
も
視
野
に
入
れ
た
自
己
学

習
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
ま
た
学

生
の
研
究
素
養
を
育
成
す
る
た

め
に
、
各
校
に
分
散
し
て
い
る

共
用
試
験
用
の
中
継
サ
ー
バ
を

一
元
的
に
活
用
し
、
バ
イ
オ
イ

ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
、
ケ
モ
イ

ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
の
大

規
模
実
習
を
可
能
と
す
る
シ
ス

テ
ム
の
開
発
を
試
行
す
る
。

九
段
校
舎
で
は
、
学
生
・
教

職
員
や
来
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
、

よ
り
簡
単
に
本
学
や
工
学
部
に

関
す
る
様
々
な
情
報
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
、
靖
国
通
り
に
面
し

た
１
階
玄
関
ホ
ー
ル
に
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
式
の
「
情
報
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ブ
モ
ニ
タ
ー
の
画
面
上
で

「
工
学
部
紹
介
」「
学
科
紹
介
」

「
研
究
室
案
内
」「
学
生
向
け
情

報
」「
大
学
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ボ
タ
ン
を
ワ

ン
タ
ッ
チ
で
選
択
す
る
と
、
65

イ
ン
チ
の
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
映
像
と
音
声
が
流
れ
、

本
学
の
教
育
研
究
な
ど
の
内
容

が
紹
介
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
理
事
に
橋
本
巖
氏

今
般
、
学
校
法
人
東
京
理
科

大
学
寄
附
行
為
第
八
条
第
一
項

第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
瀬

戸
裕
之
理
工
学
部
長
任
期
満
了

に
よ
る
退
任
に
伴
う
理
事
の
補

充
が
行
わ
れ
、
次
の
新
理
事
に

理
学
部
第
一
部
学
部
長
の
橋
本

巖
氏
が
十
月
一
日
付
で
就
任
し

ま
し
た
。

本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
を
モ
ニ
タ
ー
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
で
は

広
範
囲
な
学
内
情
報
を
発
信
で

き
、
ま
た
災
害
発
生
時
な
ど
に

は
報
道
番
組
の
画
面
に
切
り
替

え
て
、
学
生
・
教
職
員
に
最
新

情
報
が
提
供
で
き
る
な
ど
、
そ

の
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
定
期
的
に
「
癒
し
系
」

の
映
像
も
流
さ
れ
て
い
て
、
七

色
に
変
化
す
る
サ
イ
ン
灯
が
、

九
段
校
舎
の
玄
関
ホ
ー
ル
を
よ

り
快
適
な
空
間
に
し
て
お
り
、

特
に
、
夜
間
、
歩
道
か
ら
望
む

玄
関
ホ
ー
ル
は
幻
想
空
間
を
想

わ
せ
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
コ
ン
テ
ン
ツ

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
数
年
、

計
算
、
そ
れ
も
、

文
字
式
の
計
算

で
は
な
く
、
具

体
的
な
数
の
四

則
計
算
に
対
す

る
感
覚
が
ほ
と

ん
ど
身
に
つ
い
て
い
な
い
学
生

が
、
ふ
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
学
生
は
、

文
字
式
の
計
算
の
や
り
方
は
理

解
し
て
い
る
し
、
ま
し
て
や
、

分
数
の
計
算
や
、
そ
れ
以
前
の
、

整
数
の
四
則
計
算
が
で
き
な
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
、
た
と
え
ば
、
二
桁
の
数
を

十
個
足
す
計
算
を
し
た
時
に
、

答
が
四
桁
の
数
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
答
が
正

し
い
は
ず
が
な
い
と
い
う
感
覚

が
全
く
湧
い
て
こ
な
い
よ
う
な

の
で
あ
る
。
▼
最
近
、
学
生
と

の
雑
談
を
通
じ
て
感
じ
た
の

は
、
計
算
に
対
す
る
感
覚
の
欠

如
は
、
電
卓
の
使
用
と
関
係
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
小
さ
い
時
か
ら
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
ほ
と
ん

ど
の
計
算
を
電
卓
を
使
っ
て
し

て
い
る
と
、
計
算
に
対
す
る
感

覚
が
身
に
つ
か
な
く
な
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
の
で
あ
る
。
▼
こ

の
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
当

然
の
こ
と
で
あ
り
、
今
さ
ら
取

り
立
て
て
言
う
こ
と
で
は
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

今
が
、
電
卓
の
使
用
が
算
数
・

数
学
教
育
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
好
機

で
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
▼

つ
ま
り
、
電
卓
の
使
用
が
正
式

に
導
入
さ
れ
て
か
ら
の
初
等
教

育
を
受
け
た
人
達
は
、
ま
だ
大

学
に
入
学
す
る
年
齢
に
達
し
て

い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
人
達
が
大
学
に
入
学
し
て

く
る
前
に
、
初
等
教
育
に
お
け

る
電
卓
の
使
用
が
も
た
ら
し
た

功
罪
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

（
Ｙ
・
Ｅ
）

（年４回発行） 

２
面

新
学
部
長
・
研
究
科
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
ほ
か

３
面

平
成
19
年
度
の
学
費
／
名
誉
教
授
に
２
先
生
ほ
か

４
面

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
寄
付
者
芳
名

５
面

寄
付
者
芳
名
つ
づ
き
／
今
年
度
就
職
活
動
　
ほ
か

６
面

産
学
官
連
携
活
動
ニ
ュ
ー
ス
／
活
況
！
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
／
西
北
工
大
と
共
同
セ
ミ
ナ
ー
ほ
か

７
面

山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

８
面
「
理
大
・
人
」／
初
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
ほ
か

【全国的薬学教育グリッドの全体像】

将来的には全国の薬学CBT共用試験
中継サーバ群を活用する

薬学CBT試験の自己学習が可能な
学内評価システムを構築

東京理科大学
マスターサーバ

共同提案大学
国立／ 熊本大学、大阪大学
公立／ 岐阜薬科大学
私立／ 共立薬科大学、昭和大学、
 武庫川女子大学、京都薬科大学、
 北海道薬科大学、東北薬科大学、
 東京薬科大学、徳島文理大学

薬学教育グリッドポータルサイトを構築
バイオインフォマティクス、ケモインフォマティクス
などの大規模解析を分散環境で実施する

教養教育のためのe-Learning

高度・複雑化社会の
人間的ニーズ

協調性と自立性の確立
全寮制教育のもと学生の
直面する問題に対応する
e-Learning

持続可能な社会構築
のニーズ

科学技術における
現代ニーズ

自然への正しい理解
体験学習の経験の共有化
と相互研鑽を推進する
e-Learning

技術立国の
社会的ニーズ

人間性・社会性の涵養
文系少人数ゼミで、現代社
会の問題を継続的に学ぶ
e-Learning

高度専門職業人
のニーズ

科学的思考法の修得
グループ学習による実験、
演習、プレゼンテーションの
e-Learning

【全人的教養教育の新たな展開の全体構想】

学生の個に対応して柔軟でインタラクティブな支援を行いながら、
ネットワークを通じたコミュニケーションと活動によって、創造的な知の
再構成を行わせる教育システム（SPES NOVA）

無線LANによる
ユビキタス環境

データベースによる
学生の時間的連結

インターネットによる
学生の空間的連携

24時間アクセス可能な学習環境と多種・多様な学生間交流を実現

科学者としての良心をもち、
創造的知性を備えた

人材育成

再帰的評価プログラム

評価システムの構築
●学習達成度の測定
●素養・気質・ライフスタ
イルの計量と因子分析
●個に応じた成果の解析
●学生を含めた評価組織

自己変革型学習システム

【STCプログラムの全体構想】

目標1： 高度の専門性と実践性を有する
 理数教員養成キャリアサポートシステムの構築

目標2： 教育界・科学界・産業界との連携による
 「わかる・おもしろい・ためになる」理数教育の開発研究

目標3： 実践的な生徒指導力を育成する
 スクールカウンセリングプログラムの開発

理数教員養成のためのスクール・トゥ・キャリア（STC）プログラム

理数教員養成キャリアサポートセンター

研究
教育

事務
実習

理数教員養成キャリアサポートセンター

理数教育センター

キ
ャ
リ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
部
門

キ
ャ
リ
ア
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
部
門

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
部
門

キ
ャ
リ
ア
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
部
門

現
職
研
修
・

リ
カ
レ
ン
ト
部
門

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
・

メ
ン
タ
ー
部
門

理
数
教
育
実
践

研
究
開
発
部
門

教
職
課
程

指
導
部
門

教
職
課
程

事
務
部
門

教職課程支援室

本
学
申
請
の
３
件
 

採
択

本
学
申
請
の
３
件
 

採
択

平
成
18
年
度
　

文
科
省
公
募
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

理
大
祭

第
58
回
理
大
祭
！ 

九段校舎に情報ディスプレイ

文
部
科
学
省
で
は
、
各
大
学
な
ど
に
お
け
る
大
学
改
革
の
取
組
が
一
層
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
国
公
私
立

大
学
を
通
じ
た
競
争
的
環
境
の
下
で
、
特
色
あ
る
優
れ
た
取
り
組
み
を
選
定
・
支
援
し
て
い
る
が
、
今

年
度
は
本
学
申
請
の
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ
た
。

教員養成GP
理数教員養成におけるSTCプログラム開発
現代GP
全人的教養教育の新たな展開
質の高い医療人養成推進プログラム
全国的薬学教育グリッドの構築

＊
神
楽
坂

11
月
23（
祝
）〜
26（
日
）

＊
野
　
田

11
月
24（
金
）〜
26（
日
）

＊
久
　
喜

11
月
11（
土
）〜
12（
日
）

九
段
校
舎
の
大
型
情
報
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
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東
京
理
科
大
学
は
今
年
、
創

立
百
二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
薬
学
部
も
昭
和
三
十
五
年

に
創
立
以
来
、
四
十
六
年
が
経

ち
ま
し
た
。
理
学
部
に
次
ぎ
、

長
い
歴
史
を
も
つ
学
部
で
す
。

三
年
半
前
に
薬
学
部
は
野
田
キ

ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
薬
学
部
は
既
存
・

新
設
の
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
創
薬
情
報
科
学
（
フ
ァ
ー

マ
コ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
）

の
一
大
拠
点
と
し
て
、
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
本
年
四
月
、
薬
学
部

は
、
従
来
の
薬
学
科
と
製
薬
学

科
か
ら
、
六
年
制
の
薬
学
科
と

四
年
制
の
生
命
創
薬
科
学
科
の

二
学
科
に
再
編
成
さ
れ
、
さ
ら

に
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
と

と
も
に
、
薬
学
部
史
上
の
大
き

な
出
来
事
で
す
。
薬
学
科
で
は

薬
剤
師
教
育
を
、
生
命
創
薬
学

科
で
は
創
薬
技
術
者
・
研
究
者

養
成
を
、
そ
れ
ぞ
れ
主
な
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
薬
学
と
は
、
自
然

科
学
の
一
分
野
と
い
う
よ
り

も
、
あ
く
ま
で
薬
の
学
問
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
薬
学
部
で
学
ぶ
学
生
は
、

薬
学
科
の
学
生
は
い
う
に
及
ば

ず
、
創
薬
技
術
者
・
研
究
者
を

目
指
す
生
命
創
薬
科
学
科
の
学

生
も
医
療
に
深
い
関
心
を
持
つ

べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ

れ
薬
学
部
教
員
も
自
然
科
学
の

教
育
者
・
研
究
者
で
あ
る
以
前

に
、
薬
の
学
問
に
携
わ
る
医
療

人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
も

っ
て
、
薬
学
教
育
に
あ
た
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
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教
学
関
係
主
要
役
職
者（
10
月
１
日
付
） 

医
療
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を

薬
学
部
長
　
大
島
　
広
行

本
年
、
東
京
理
科
大
学
は
創

立
百
二
十
五
周
年
を
迎
え
、
六

月
に
祝
賀
会
お
よ
び
記
念
事
業

が
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

奇
し
く
も
本
年
は
、
工
学
部
第

二
部
創
設
三
十
周
年
に
も
あ
た

り
、
前
学
部
長
の
ご
尽
力
に
よ

り
記
念
誌
の
発
行
お
よ
び
百
二

十
五
周
年
記
念
事
業
と
併
行
し

て
１
号
館
十
七
階
で
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
本
年
は
、
工
学

部
第
二
部
に
と
っ
て
も
記
念
す

べ
き
年
と
な
り
、
本
学
部
の
将

来
展
望
を
考
え
る
良
い
機
会
と

捉
え
、
つ
ぎ
の
三
十
年
、
さ
ら

に
そ
の
先
の
工
学
部
第
二
部
の

あ
る
べ
き
姿
を
、
学
部
全
体
で

探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

社
会
人
教
育
に
対
す
る
関
心

が
高
い
今
日
、
社
会
に
開
け
た

大
学
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

工
学
部
第
二
部
で
は
、
社
会
人

学
生
が
在
学
生
の
三
〇
％
前
後

を
占
め
て
お
り
、
こ
の
要
求
に

答
え
る
べ
く
社
会
人
が
学
び
や

す
い
教
育
環
境
造
り
を
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
さ
ら
な
る
改
善
に
向
け
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。中

央
教
育
審
議
会
は
、
二
〇

〇
七
年
度
に
大
学
・
短
大
の
進

学
希
望
者
と
、
大
学
の
合
格
者

総
数
が
同
じ
に
な
る
、
い
わ
ゆ

る
大
学
全
入
時
代
が
到
来
す
る

と
試
算
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
厳
し
い
時
期
を
乗
り
切
る

た
め
に
、
本
学
部
と
し
て
も
や

る
べ
き
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す

が
、
多
様
な
入
試
制
度
で
入
学

し
て
く
る
学
生
に
対
す
る
教
育

環
境
の
整
備
等
、
で
き
る
こ
と

か
ら
実
行
し
て
い
く
考
え
で
い

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

創
設
30
周
年
を
飛
躍
の
好
機
に

工
学
部
第
二
部
学
部
長
　
増
井
　
典
明

大
学
は
い
ま
や
改
革
の
時
代

で
あ
り
、
工
学
部
と
し
て
も
、

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
デ
ィ
ベ
ロ
プ

メ
ン
ト
や
第
三
者
評
価
な
ど
の

焦
眉
の
問
題
を
は
じ
め
、
ど
の

よ
う
に
改
革
を
進
め
る
べ
き
か

真
剣
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
時

期
に
あ
り
ま
す
。

工
学
部
の
教
育
目
標
は
最
終

的
に
は
も
の
を
作
り
出
す
こ
と

に
あ
り
ま
す
が
、
理
論
だ
け
で

は
割
り
切
れ
な
い
問
題
に
対
す

る
総
合
的
見
地
か
ら
の
判
断
の

た
め
に
、
専
門
知
識
の
修
得
に

加
え
て
、
幅
広
い
分
野
に
亘
る

常
識
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
情
報
密
度
の
高
い
都
心

キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
ぶ
意
義
は
大

き
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
再
構
築
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
変
更
の
た
め
、
工
学
部

第
一
部
四
学
科
は
当
初
の
予
定

よ
り
長
く
九
段
校
舎
で
過
ご
す

見
込
み
で
す
が
、
建
物
側
の
制

約
条
件
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
出
来
る
限
り
カ
バ
ー

し
、
快
適
な
勉
学
・
研
究
環
境

を
確
保
す
べ
く
、
さ
ら
に
努
力

す
る
所
存
で
す
。

本
学
に
着
任
以
来
三
十
四
年
、

常
に
若
造
の
つ
も
り
で
好
き
放

題
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
来
ま

し
た
が
、
気
付
け
ば
既
に
工
学

部
内
で
も
専
任
講
師
以
上
で
は

最
長
勤
続
年
数
に
近
い
立
場
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
恩
返
し
の
つ
も
り
で
、

本
学
と
工
学
部
の
た
め
に
尽
力

す
る
所
存
で
は
あ
り
ま
す
が
、

教
職
員
・
学
生
諸
氏
の
力
な
く

し
て
は
何
事
も
実
行
で
き
ま
せ

ん
。
伏
し
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

平
成
十
八
年
十
月
一
日
付
で

補
職
等
の
異
動
が
発
令
さ
れ
、

工
学
部
第
一
部
学
部
長
に
建
築

学
科
の
真
鍋
恒
博
教
授
、
工
学

部
第
二
部
学
部
長
に
電
気
工
学

科
の
増
井
典
明
教
授
、
薬
学
部

長
に
生
命
創
薬
科
学
科
の
大
島

広
行
教
授
、
理
工
学
部
長
に
情

報
科
学
科
の
大
矢
雅
則
教
授
、

理
工
学
研
究
科
長
に
数
学
科
の

古
谷
賢
朗
教
授
、
経
営
学
部
長

に
経
営
学
科
の
原
田
昇
教
授
が

就
任
し
た
。
十
月
一
日
現
在
の

主
な
補
職
等
は
次
の
と
お
り
。

▽
理
学
部
第
一
部
学
部
長

（
兼
大
学
院
理
学
研
究
科

長
）
＝
橋
本
巖
教
授
▽
理
学
部

第
二
部
学
部
長
＝
新
妻
弘
教
授

▽
工
学
部
第
一
部
学
部
長
（
兼

大
学
院
工
学
研
究
科
長
）
＝
真

鍋
恒
博
教
授
▽
工
学
部
第
二
部

学
部
長
＝
増
井
典
明
教
授
▽
薬

学
部
長
（
兼
大
学
院
薬
学
研
究

科
長
）
＝
大
島
広
行
教
授
▽
理

工
学
部
長
＝
大
矢
雅
則
教
授
▽

大
学
院
理
工
学
研
究
科
長
＝
古

谷
賢
朗
教
授
▽
基
礎
工
学
部
長

（
兼
基
礎
工
学
研
究
科
長
）
＝

福
田
博
教
授
▽
長
万
部
教
養
部

長
＝
藤
井
志
郎
教
授
▽
経
営
学

部
長
（
兼
大
学
院
経
営
学
研
究

科
長
）
＝
原
田
昇
教
授
▽
生
命

科
学
研
究
所
長
（
兼
大
学
院
生

命
科
学
研
究
科
長
）
＝
東
隆
親

教
授
▽
総
合
科
学
技
術
経
営
研

究
科
長
＝
石
田
正
泰
教
授
▽
学

生
部
長
＝
喜
岡
俊
英
教
授
▽
神

楽
坂
地
区
学
生
部
長
＝
小
向
得

優
助
教
授
、
野
田
地
区
学
生
部

長
＝
平
川
保
博
教
授
、
久
喜
地

区
学
生
部
長
＝
齊
藤
進
教
授
▽

図
書
館
長
＝
植
木
正
彬
教
授
、

野
田
図
書
館
長
＝
河
村
洋
教

授
、
久
喜
図
書
館
長
＝
井
上
洋

教
授
、
長
万
部
図
書
館
長
＝
恩

田
邦
藏
教
授
▽
総
合
研
究
機
構

長
＝
二
瓶
好
正
教
授
▽
情
報
科

学
教
育
・
研
究
機
構
長
＝
山
登

一
郎
教
授
▽
学
長
補
佐
＝
植
木

正
彬
教
授
・
阿
部
芳
首
教
授

新
任
の
真
鍋
工
学
部
第
一
部

学
部
長
、
増
井
工
学
部
第
二
部

学
部
長
、
大
島
薬
学
部
長
、
大

矢
理
工
学
部
長
、
古
谷
理
工
学

研
究
科
長
、
原
田
経
営
学
部
長

に
就
任
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

都
心
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る

　
工
学
部
の
発
展
を
祈
っ
て

工
学
部
第
一
部
学
部
長
　
真
鍋
　
恒
博

新
学
部

新
学
部
長
･
研
究
科
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

研
究
科
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
学
部
長
･
研
究
科
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

学
生
時
代
、
ラ
ン
ボ
ー
の
詩

を
か
な
り
真
剣
に
読
ん
だ
。
天

才
と
言
わ
れ
た
彼
は
二
十
一
歳

（
多
分
）
で
言
葉
の
欺
瞞
性
に

耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
詩
の
創

作
を
止
め
て
し
ま
い
、
そ
の
後

は
語
学
の
教
師
を
し
、
三
十
七

歳
で
破
傷
風
を
罹
っ
て
生
涯
を

閉
じ
る
。
文
壇
に
矢
を
放
っ
た

ラ
ン
ボ
ー
で
あ
っ
た
が
、
彼
の

詩
が
二
十
世
紀
の
文
学
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
誰
も

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
見
飽
き
た
。
夢
は
、
ど
ん
な

風
に
で
も
在
る
。
／
待
ち
飽
き

た
。
明
け
て
も
暮
れ
て
も
、
い

つ
み
て
も
街
々
の
喧
騒
だ
。
／

知
り
飽
き
た
。
差
押
え
を
く
ら

っ
た
命
。
／

―
あ
あ
『
戯
言
』

と
『
ま
ぼ
ろ
し
』
の
群
。
／
出

発
だ
、
新
し
い
情
と
響
と
へ
。」

（「
出
発
」
小
林
秀
雄
訳
）

い
つ
の
時
代
に
も
戯
言
と
ま

ぼ
ろ
し
は
渦
ま
い
て
は
い
る
が
、

現
在
の
大
学
に
お
い
て
も
例
外

で
は
な
い
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

物
作
り
、
分
か
り
易
い
教
育
と

Ｆ
Ｄ
な
ど
、
大
学
は
、
ら
し
く

な
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
一
つ

間
違
え
る
と
お
か
し
な
方
向
に

進
む
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
。

例
え
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。

技
術
革
新
の
こ
と
か
組
織
の
刷

新
の
こ
と
か
人
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
ど
ち
ら
で
も
、
今
更
取

り
立
て
て
語
る
こ
と
で
は
な
い
。

教
育
に
し
て
も
、
易
し
く
噛
み

砕
い
て
教
え
る
こ
と
が
必
ず
し

も
よ
い
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ

そ
の
基
礎
と
な
る
哲
理
と
数
理

の
み
を
教
え
後
は
何
も
教
え
な

い
方
が
よ
い
結
果
を
生
む
こ
と

も
あ
る
。
こ
と
は
そ
う
簡
単
で

は
な
い
の
だ
。
政
治
は
数
年
先

を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
学
問
で
目
先
の
利
益
を

追
う
こ
と
は
間
違
い
で
あ
る
。

よ
い
大
学
と
は
何
か
？
名
答
は

な
い
が
、
少
な
く
と
も
大
学
は
、

そ
こ
で
学
ぶ
者
が
楽
し
く
安
心

し
て
学
を
問
い
来
る
べ
き
文
明

を
思
う
こ
と
が
で
き
る
場
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
卑
近
な
こ

と
で
は
、
現
在
で
は
か
な
り
の

大
学
が
構
内
に
コ
ン
ビ
ニ
や
レ

ス
ト
ラ
ン
を
持
ち
、
い
つ
で
も

相
談
で
き
る
医
師
を
常
駐
さ
せ

て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
米

国
で
は
三
十
年
以
上
も
前
か
ら

常
識
で
あ
っ
た
が
、
や
っ
と
日

本
で
も
安
心
し
て
学
び
教
え
る

場
で
あ
る
大
学
の
特
別
に
気
付

き
始
め
た
よ
う
だ
。
未
来
に
向

け
て
の
基
礎
が
作
ら
れ
る
場
で

あ
る
大
学
に
は
、
一
見
無
駄
に

見
え
る
”ゆ
と
り
と
遊
び
“が
不

可
欠
で
あ
る
。
学
部
長
と
し
て
、

私
は
そ
う
し
た
ゆ
と
り
の
実
現

を
考
え
た
い
と
思
う
。
百
年
以

上
人
の
心
を
揺
り
動
か
す
研

究
、こ
う
し
た
”新
し
い
情
と
響

き
“
は
大
い
な
る
ゆ
と
り
の
中

で
し
か
生
ま
れ
な
い
の
だ
か
ら
。

新
し
い
情
と
響
き
と
へ

理
工
学
部
長
　
大
矢
　
雅
則

理
工
学
研
究
科
の
特
徴
の
一

つ
は
、
そ
の
専
門
分
野
の
多
様

性
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

私
な
り
に
概
観
す
れ
ば
、
学

問
・
科
学
技
術
の
最
基
盤
に
位

置
す
る
数
学
、
自
然
・
宇
宙
・

物
質
・
生
命
等
の
構
造
の
解
明

や
新
し
い
物
質
の
創
造
を
目
指

す
物
理
学
・
宇
宙
物
理
学
、
化

学
・
物
質
科
学
、
生
物
・
生
命

科
学
、
近
代
化
さ
れ
た
社
会
で

の
生
活
及
び
建
設
に
必
須
の
電

気
・
電
子
、
機
械
、
建
築
の
各

分
野
、
複
雑
な
経
済
活
動
の
解

明
や
日
本
の
経
済
発
展
・
社
会

現
象
の
解
明
に
関
わ
る
研
究
、

更
に
国
家
・
自
治
体
行
政
と
も

関
係
が
深
い
土
木
工
学
及
び
芸

術
性
を
も
含
ん
で
い
る
建
築
学

分
野
、
ま
た
近
年
生
活
に
深
く

入
り
込
む
よ
う
に
な
っ
た
情
報

科
学
・
技
術
関
連
分
野
等
の
専

門
を
研
究
し
て
い
て
、
教
授
、

助
教
授
、
講
師
百
数
十
人
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
自
身

は
数
学
専
攻
出
身
で
、
専
門
は

大
域
解
析
学
あ
る
い
は
多
様
体

上
の
解
析
学
と
呼
ば
れ
る
分
野

を
研
究
し
て
い
ま
す
。

理
工
学
研
究
科
は
学
問
分
野

の
な
か
の
相
当
範
囲
の
多
様
な

研
究
分
野
か
ら
な
っ
て
い
ま
す

が
、
設
立
以
来
三
分
の
一
世
紀

余
り
、
各
専
攻
間
ま
た
専
攻
内

に
お
い
て
も
各
個
人
の
独
自

性
・
専
門
性
が
十
分
尊
重
さ

れ
、
今
日
の
よ
う
に
発
展
し
て

来
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
こ
の
認
識
の
上
に
、
研
究

科
の
目
指
す
べ
き
高
度
化
複
雑

化
し
た
現
代
社
会
及
び
多
様
な

学
問
に
対
す
る
創
造
性
豊
か
な

次
の
世
代
の
担
い
手
の
養
成
、

あ
る
い
は
本
研
究
科
の
多
様
性

の
も
と
、
変
動
が
激
し
い
現
代

社
会
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、

自
由
に
新
し
い
分
野
の
研
究
や

複
合
す
る
研
究
の
構
築
に
も
関

わ
れ
る
よ
う
な
研
究
科
の
運
営

に
、
各
先
生
方
の
協
力
の
も
と

努
め
得
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
分
野
の
研
究
を
推
進

大
学
院
理
工
学
研
究
科
長
　
古
谷
　
賢
朗

十
八
歳
人
口
の
減
少
と
い
う

厳
し
い
環
境
は
、
大
学
に
対
し

て
数
多
く
の
深
刻
な
問
題
を
投

影
し
、
そ
の
合
理
的
な
解
決
を

迫
っ
て
い
ま
す
。
現
代
の
状
況

を
斟
酌
す
る
と
、
学
生
諸
君
も

ま
た
こ
の
環
境
の
も
と
で
学
生

生
活
を
送
り
、
そ
の
中
で
将
来

の
環
境
に
関
す
る
不
確
実
性
や

異
質
性
に
対
応
し
う
る
精
神
構

造
を
鍛
え
育
て
、
そ
の
適
用
に

よ
っ
て
不
確
実
性
や
異
質
性
を

減
少
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
を
超
越
す
る
知
的
創
造
性
豊

か
な
有
為
な
人
材
と
し
て
成
長

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。大

学
の
役
割
期
待
は
本
来
そ

こ
に
あ
り
ま
す
。
学
問
の
実
践

は
、
単
な
る
専
門
知
識
の
集
積

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
要
素
知

識
の
組
み
合
わ
せ
や
そ
の
応
用

を
必
要
と
し
、
さ
ら
に
不
確
実

性
や
異
質
性
に
耐
え
て
、
そ
こ

か
ら
新
し
い
知
識
を
創
成
す
る

方
法
を
修
得
す
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
す
。
将
来
、
人
生
の

中
で
ど
ん
な
事
象
や
問
題
に
直

面
す
る
か
予
測
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
意
味
で
、
普

遍
性
を
も
つ
方
法
論
の
習
得

は
、
そ
の
適
用
に
よ
っ
て
、
い

か
な
る
問
題
を
も
乗
り
越
え
る

可
能
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

学
生
諸
君
は
将
来
の
環
境
変

化
に
適
応
し
問
題
を
合
理
的
に

解
決
す
る
た
め
に
、
不
確
実
性

や
異
質
性
に
対
処
し
う
る
精
神

構
造
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
精
神
構
造
は
、

大
学
に
お
け
る
学
問
研
究
を
通

じ
て
培
わ
れ
ま
す
。
そ
の
意
味

で
真
の
学
問
研
究
や
真
実
の
探

究
は
、
普
遍
的
に
妥
当
す
る
科

学
的
認
識
能
力
の
涵
養
に
結
実

し
、
問
題
の
知
的
か
つ
創
造
的

な
解
決
に
役
立
ち
ま
す
。

先
入
見
を
捨
て
知
識
の
創
成
を

経
営
学
部
長
　
原
田
　
　
昇

学科主任・幹事　一覧 （平成18年10月１日付）

理
学
部
第
一
部

工
学
部
第
一
部

理
学
部
第
二
部

工
学
部
第
二
部

薬
学
部

理
工
学
部

基
礎
工
学
部

教養

数
物
化
数情
応物
応化
教養
数
物
化

教　授

教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授

丸山　義博

宮島　静雄
渡辺　一之
齊藤　隆夫
森田　昌宏
岡村総一郎
矢島　博文
増田　秀夫
宮岡　悦良
鈴木　　彰
中田　　忠

助教授
助教授
教　授
講　師
教　授
助教授

加藤　圭一
満田　節生
宮村　一夫
小笠原英穂

鳥越　秀峰

教養

数
物理
情報
応生
建築
工化
電情
経営
機械
土木

教　授

教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授

小沢　　博

岡　　正俊
山下　正文
富澤　貞男
菅原二三男
北村　春幸
伊藤　　滋
越地　耕二
大和田勇人
菊池　正紀
西村　　司

教　授

助教授
教　授
講　師
助教授
教　授
教　授
教　授
講　師
助教授
教　授

伊藤　　稔
※

浜畑　芳紀
浜田　典明
滝本　宗宏
朽津　和幸
武田　　仁
板垣　昌幸
古川　昭雄
原田　　拓
横山　敏雄
辻　　正哲

助教授
助教授
講　師
講　師
助教授
助教授
講　師
助教授

福崎　裕子
清水　　眞
横田　智巳
徳永　英司
下仲　基之
石渡恵美子
齋藤　智彦
椎名　　勇

助教授
助教授
助教授
教　授

長谷川新一
池田　文男
長嶋　泰之
山田　康洋

講　師
講　師
実験講師

齊藤　　功
松野　　直
三田　　茂

教養
建築
工化
電気
経営
機械

教　授
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授

野崎　嘉信
伊藤　裕久
荒川　裕則
内田　直之
SPINKS, W.A
金子　堅司

講　師
講　師
教　授
助教授
助教授
助教授

愼　　蒼健
長井　達夫
大竹　勝人
加藤　清敬
浜田知久馬
小林　　宏

教　授
助教授
教　授
助教授
教　授

佐々木文夫
桑野　　潤
村口　正弘
古川　利博
陳　　玳　

教養
建築
電気
経営

教　授
教　授
教　授
教　授

金刺　亮介
清水　昭之
谷内　利明
赤倉　貴子

教　授
助教授
助教授
助教授

原　　民夫
山名　善之
西川　英一
渡邉　　均

教　授
教　授
教　授

辻本　　誠
斉藤　　茂
野口　幸雄

薬
創薬

教　授
教　授

田沼　靖一
増保　安彦

教　授
教　授

岡　淳一郎
宮崎　　智

教　授
助教授

青山　隆夫
内呂　拓実

教養
電子
材料
生物

教　授
教　授
教　授

宮本　岩男
向後　保雄
島田　浩章

教　授
助教授
教　授
教　授

櫻井　雅男
伊丹　　誠
松本　睦良
松野　健治
山下　裕企

助教授
教　授
助教授

経営 教　授 大島　邦夫 教　授 小坂　　武助教授

佐竹　信一
安盛　敦雄
田村　浩二

学科 学科主任 教務幹事 就職幹事

助教授
助教授
助教授
教　授
教　授
助教授
講　師
助教授
教　授
講　師
教　授
助教授

清岡　　智
中谷　久一
山崎多恵子
齋藤　晃一
戸川　美郎
国沢　　隆
伊藤　香織
郡司　天博
兵庫　　明
馮　　　玲
溝口　　博
小島　尚人

経営

講　師 竹尾　和子
※

※は教職担当
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私
学
の
財
源
は
、
そ
の
大
部

分
を
学
生
納
付
金
収
入
と
補
助

金
収
入
に
依
存
し
て
お
り
、
本

学
に
お
い
て
も
学
生
納
付
金
収

入
は
帰
属
収
入
の
七
四
％
を
占

め
、
補
助
金
収
入
は
一
二
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら

に
外
部
資
金
の
導
入
な
ど
学
生

納
付
金
以
外
の
積
極
的
な
収
入

増
を
図
る
一
方
で
、
既
定
経
費

以
外
の
不
要
・
不
急
な
支
出
は

極
力
抑
え
る
な
ど
の
自
助
努
力

を
重
ね
、
財
政
基
盤
の
安
定
化

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
学
の
学
費
の
改
定
は
、

「
前
年
度
ま
で
の
人
事
院
勧
告

に
よ
る
給
与
改
定
を
基
礎
と
し

て
、
そ
の
都
度
国
庫
補
助
金
、

物
価
指
数
等
を
考
慮
し
て
決
定

す
る
」
を
算
定
方
針
と
し
て

「
新
入
学
生
」
の
み
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

現
在
、
本
学
で
は
、
創
立
百

二
十
五
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
神
楽
坂
校
舎
及
び
野
田

校
舎
の
再
構
築
計
画
を
推
進
し
、

さ
ら
な
る
環
境
整
備
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
財
政
の
長
期
安
定

化
を
確
立
す
る
た
め
に
も
、
学

費
改
定
に
よ
り
学
生
納
付
金
の

増
収
を
図
り
た
い
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
父
母
・
学
生
の

経
済
的
負
担
に
極
力
配
慮
し
、

平
成
十
九
年
度
新
入
学
生
に
対

す
る
学
費
は
、
神
楽
坂
地
区
化

学
系
学
科
（
理
学
部
第
一
部
化

学
科
・
応
用
化
学
科
、
理
学
部

第
二
部
化
学
科
、
工
学
部
第
一

部
工
業
化
学
科
）
を
除
き
据
置

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

神
楽
坂
地
区
化
学
系
学
科
に

お
い
て
は
、
学
部
・
学
科
の
垣

根
を
越
え
た
教
育
研
究
を
目
指

し
た
施
設
で
あ
る
５
号
館
、
10

号
館
の
建
築
及
び
改
修
工
事
を

終
え
、
入
学
時
よ
り
整
備
さ
れ

た
環
境
で
の
教
育
・
研
究
が
可

能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
平

成
十
九
年
度
入
学
生
の
施
設
設

備
費
を
平
成
十
八
年
度
入
学
生

と
比
較
し
、
東
京
理
科
大
学
の

理
学
部
第
一
部
化
学
科
・
応
用

化
学
科
で
四
万
円
、
理
学
部
第

二
部
化
学
科
で
三
万
円
、
工
学

部
第
一
部
工
業
化
学
科
で
四
万

円
増
額
改
定
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
東
京
理
科
大
学

の
平
成
十
九
年
度
の
学
生
納
付

金
収
入
は
、
据
置
い
た
場
合
と

比
較
し
て
千
九
百
二
十
万
円
の

増
収
と
な
り
ま
す
。

（
今
回
の
学
費
改
定
は
、
平
成

十
九
年
度
新
入
学
生
に
対
し

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

在
学
生
の
学
費
は
改
定
さ
れ

ま
せ
ん
）

【
理
学
部
第
一
部
】

◆
物
理
学
科

助
教
授
　
川
村
　
康
文

（
か
わ
む
ら
・
や
す
ふ
み
）

①
京
都
大
学
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ

ー
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

修
了
②
信
州
大
学
教
育
学
部
助

教
授
③
物
理
教
育
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
環
境
教
育
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
科

学
④
博
士
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
科

東
京
理
科
大
学
は
、
永
年
に

わ
た
り
本
学
の
教
育
・
研
究
の

学
）山

口
東
京
理
科
大
学

【

基
礎
工
学
部
】

◆
電
子
・
情
報
工
学
科

講
師
　
眞
砂
　
卓
史

（
ま
な
ご
・
た
か
し
）

①
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
物
理
学
専
攻
博
士
課

程
修
了
②
産
業
技
術
総
合
研
究

所
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
部

門
研
究
員
③
ス
ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク

ス
（
磁
性
・
半
導
体
）
、
微
細

加
工
④
博
士
（
理
学
）

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
功

績
を
挙
げ
ら
れ
た
次
の
二
先
生

に
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
し

ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◇
平
成
18
年
６
月
23
日
付

狩
野
　
紀
昭
　
66
歳

元
工
学
部
第
二
部
教
授

狩
野
先
生
は
、
昭
和
五
十
七

年
十
月
か
ら
東
京
理
科
大
学
に

在
職
さ
れ
、
そ
の
間
、
工
学
部

第
二
部
学
部
長
、
同
学
部
経
営

工
学
科
主
任
お
よ
び
教
務
幹
事

を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
数
々
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
専
門
は
一
貫
し
て
品

質
管
理
で
、
も
の
づ
く
り
だ
け

で
な
く
、
情
報
も
含
め
た
品
質

管
理
「
質
管
理
工
学
」
に
お
い

て
新
し
い
概
念
の
提
唱
と
普
及

に
尽
力
し
、
国
内
外
で
活
躍
さ

◆
物
質
・
環
境
工
学
科

教
授
　
北
條
　
　
信

曽
村
　
保
信
元
教
授

（
理
学
部
第
一
部
教
養
学
科
）

平
成
十
八
年
七
月
二
十
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
八
十
一
歳
。

伏
見
　
多
美
雄
元
教
授

（
監
事
・
経
営
学
部
経
営
学
科
）

平
成
十
八
年
八
月
二
十
八
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
七
十
八
歳
。

米
田
　
登
元
教
授

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
業

績
に
よ
っ
て
一
九
九
七
年
度
デ

ミ
ン
グ
賞
本
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

◇
平
成
18
年
９
月
21
日
付

遠
藤
　
三
郎
　
65
歳

新
任
職
員
３
氏

十
月
一
日
付
で
新
採
用
の
職

員
四
人
は
次
の
と
お
り
。

◇
神
楽
坂
校
舎
▼
理
学
事
務

（
ほ
う
じ
ょ
う
・
ま
こ
と
）

①
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
合
成
化
学
専

攻
単
位
取
得
認
定
退
学
②
筑
波

大
学
助
教
授
③
有
機
合
成
化
学

④
工
学
博
士

課
・
増
田
充
利
▼
事
務
シ
ス
テ

ム
課
・
海
野
ゆ
か
り

◇
野
田
校
舎
▼
薬
学
事
務

課
・
加
藤
良
治

◇
長
万
部
校
舎
▼
松
山
清
美

（
理
工
学
部
工
業
化
学
科
）
平

成
十
八
年
九
月
二
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
八
十
四
歳
。

川
原
　
雄
作
名
誉
教
授

（
理
学
部
第
一
部
数
学
科
、
諏

訪
短
期
大
学
教
養
科
）
平
成
十

八
年
九
月
五
日
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
八
十
一
歳
。

一
戸
　
明
元
教
授

（
理
学
部
第
一
部
応
用
数
学
科
）

平
成
十
八
年
九
月
十
四
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
八
十
二
歳
。

元
工
学
部
第
一
部
教
授

遠
藤
先
生
は
、
昭
和
四
十
二

年
四
月
か
ら
東
京
理
科
大
学
に

在
職
さ
れ
、
そ
の
間
、
工
学
部

第
一
部
電
気
工
学
科
主
任
、
同

教
務
幹
事
、
就
職
幹
事
を
務
め

ら
れ
る
な
ど
、
電
気
工
学
科
、

同
専
攻
の
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
。

先
生
の
専
門
は
電
気
物
性
工

学
で
、
３
元
お
よ
び
多
元
半
導

体
の
結
晶
成
長
と
物
性
評
価
に

関
す
る
研
究
を
中
心
に
、
様
々

な
研
究
に
従
事
さ
れ
、
特
に
３

元
お
よ
び
多
元
化
合
物
半
導
体

の
発
光
現
象
や
ラ
マ
ン
散
乱
の

研
究
で
は
多
く
の
成
果
を
上
げ

ら
れ
た
。

新
入
学
生
に
対
す
る
学
費
に
つ
い
て

学
校
法
人
　

東
京
理
科
大
学
　

理
事
会

平
成
19
年
度

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 

第
一
部 

理
学
部 

第
一
部 

工
学
部 

工
学
部 

基
　
礎 

学
部 

経
営 

第
二
部 

工
学
部 

理
　
工
　
学
　
部 

第
二
部 

理
学
部 

薬
学
部 

３００,０００ 

３００,０００ 

３００,０００ 

３００,０００ 

１,３５５,０００ 

１,４１５,０００ 

１,４６２,０００ 

１,４１５,０００ 

１,４８１,０００ 

１,４３０,０００ 

１,４６３,０００ 

１,４８５,０００ 

１,５０４,０００ 

１,５１１,０００ 

１,５１７,０００ 
１,５００,０００ 

１,５００,０００ 

１,５３０,０００ 

１,２８４,０００ 

７４５,０００ 

７９４,０００ 

８３５,０００ 

８３０,０００ 

８４５,０００ 

０ 

６０,０００ 

６７,０００ 

６０,０００ 

８６,０００ 

７５,０００ 

３８,０００ 

６０,０００ 

７９,０００ 

８６,０００ 

９２,０００ 
７５,０００ 

１,５１２,０００ ８７,０００ 
７５,０００ 

７５,０００ 

３４,０００ 

０ 

４９,０００ 

６０,０００ 

６０,０００ 

７５,０００ 

２３０,０００ 

２７０,０００ 

２３０,０００ 

２７０,０００ 

２３０,０００ 

３３０,０００ 

２３０,０００ 

１０５,０００ 

１３５,０００ 

１１０,０００ 

８２５,０００ 

１,４００,０００ 

１,０００,０００ 

５５０,０００ 

５５０,０００ 

９５,０００ 

９５,０００ 

２,３４５,０００ 

１,９４５,０００ 

８２５,０００ 

８２５,０００ ３００,０００ 

８２５,０００ 

７２０,０００ ３００,０００ 

４９０,０００ 

５１０,０００ 

数 学 科  
数理情報科学科 
物 理 学 科  
応用物理学科  
化 学 科  
応 用 化 学 科  

薬学科（６年制） 

生命創薬科学科 

建 築 学 科  
経 営 工 学 科  

工 業 化 学 科  

電 気 工 学 科  
機 械 工 学 科  

電気電子情報工学科
機 械 工 学 科  

数 学 科  

物 理 学 科  
建 築 学 科  

経 営 工 学 科  

情 報 科 学 科  

応用生物科学科 

土 木 工 学 科  

工 業 化 学 科  

経 営 学 科  

数 学 科  

物 理 学 科  

化 学 科  

建 築 学 科  
経 営 工 学 科  

電 気 工 学 科  

電子応用工学科 

材 料 工 学 科  

生 物 工 学 科  

１５０,０００ 

１５０,０００ 

３００,０００ 

２８０,０００ 

１,３０１,０００ 

１,３８４,０００ 

１,３８４,０００ 

１,３０１,０００ 
１,３２３,０００ 
１，３６９,０００ 

１,３６９,０００ 

１,３８４,０００ 

１,０４０,０００ 

８１,０００ 

１６４,０００ 

１６４,０００ 

１,３６９,０００ １４９,０００ 

１,３８５,０００ １６５,０００ 

８１,０００ 
１０３,０００ 
１４９,０００ 

１,３０１,０００ 
１，３６９,０００ 

８１,０００ 
１４９,０００ 

１,３０１,０００ 
１，３６９,０００ 

８１,０００ 
１４９,０００ 

１４９,０００ 

１６４,０００ 

１,３６９,０００ 

１,３８４,０００ 

１４９,０００ 

１６４,０００ 

２０,０００ 

２４０,０００ 

２４０,０００ 

１００,０００ 

７００,０００ 

２８０,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

２８０,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

２８０,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

７００,０００ 

６４０,０００ 

１,３８５,０００ １６５,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

数 学 専 攻  

物 理 学 専 攻  

化 学 専 攻  

理数教育専攻  

薬 学 専 攻  

経 営 学 専 攻  

生命科学専攻  

経営工学専攻  
機械工学専攻  

情報科学専攻  
建 築 学 専 攻  
電気工学専攻  
経営工学専攻  
機械工学専攻  
土木工学専攻  

建 築 学 専 攻  
電気工学専攻  

工業化学専攻  

数 学 専 攻  

物 理 学 専 攻  

応用生物科学専攻 
工 業 化 学 専 攻  

電子応用工学専攻 
材 料 工 学 専 攻  

生物工学専攻  

総合科学技術  
経 営 専 攻  

知的財産戦略専攻 

２８０,０００ 

２８０,０００ 

２８０,０００ ３００,０００ １,１２０,０００ １,７００,０００ － 

２８０,０００ 

研
究
科 

薬
　
学 

研
究
科 

経
営
学 

研
究
科 

工
　
学 

研

究

科 

基
礎
工
学 

理
学
研
究
科 

理
工
学
研
究
科 

研

究

科 

生
命
科
学 

経
営
研
究
科 

総
合
科
学
技
術 

 
研究科 専　　　攻 入　学　金 授　業　料 施設設備費 実験実習費 合　　　計 

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費 実験実習費 合　　　計 

（注）①理学研究科数学専攻の実験実習費は、修士課程数理情報コース専攻者のみ納入する 
②理学研究科物理学専攻および理数教育専攻、理工学研究科物理学専攻の実験実習費欄
の上段は理論系、下段は実験系を表す 

③理学研究科理数教育専攻の２年次学費は、履修形態により異なる 
 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成１９年度初年度納付金は、前年度据え置きである 
○施設設備費は、入学年次のみ納入する（総合科学技術経営研究科を除く） 
○修士：学校法人東京理科大学の設置する大学を卒業し、東京理科大学大学院修士課程に進学

する者は、入学金および施設設備費を半額免除とする（総合科学技術経営研究科は、入
学金のみ半額とする） 

○博士：学校法人東京理科大学の設置する大学の卒業者又は大学院修士課程の修了者で、東京
理科大学大学院博士後期課程に進学する者は、入学金および施設設備費を全額免除し、
実験実習費を半額とする。さらに上記の者を含む博士後期課程入学者を対象に、学業等
優秀と認められた者の授業料を半額免除とする制度がある 

 

【１】 平成１９年度　東京理科大学　初年度納付金 
○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である 

○２年次以降の実験実習費は、各専攻等により異なることがある 

○薬学部薬学科の実務薬学実習費は履修時に別途徴収する （単位：円）  

 

【２】 平成１９年度　東京理科大学大学院　初年度納付金 
（単位：円） 

 

【５】 平成１９年度 諏訪東京理科大学 初年度納付金 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成１９年度初年度納付金は、前年度据え置きである 
○施設設備費は、入学年次のみ納入する 
○修士：学校法人東京理科大学の設置する大学を卒業し、山口東京理科大学大学院修士課程に

進学する者は、入学金および施設設備費を半額免除とする 
○博士：学校法人東京理科大学の設置する大学の卒業者又は大学院修士課程の修了者で、山口

東京理科大学大学院博士後期課程に進学する者は、入学金および施設設備費を全額免
除とする。さらに上記の者を含む博士後期課程入学者を対象に、学業等優秀と認められ
た者の授業料を半額免除とする制度がある 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成１９年度初年度納付金は、前年度据え置きである 

【４】 平成１９年度 山口東京理科大学大学院 初年度納付金 

【３】 平成１９年度 山口東京理科大学 初年度納付金 

２９０,０００ １,２９４,０００ ２００,０００ ８０４,０００ 
電 子 ・ 情 報  
工 学 科  
物 質 ・ 環 境  
工 学 科  

工
学
部 

基
　
礎 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成１9年度初年度納付金は、前年度据え置きである 

２８０,０００ １,４１０,０００ ２６０,０００ ８７０,０００ 

２８０,０００ １,２２０,０００ ２００,０００ ７４０,０００ 

工

学

部 

シ
ス
テ
ム 

２８０,０００ １,３２９,０００ ２００,０００ ８４９,０００ 
研

究

科 

基
礎
工
学 

学

部

 

経
営
情
報 

経営情報学科  

基礎工学専攻  

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成19年度初年度納付金は、前年度据え置きである 
○施設設備費は、入学年次のみ納入する 
○修士：学校法人東京理科大学の設置する大学を卒業し、諏訪東京理科大学大学院修士課程に

進学する者は、入学金および施設設備費を半額免除とする 

【６】 平成１９年度 諏訪東京理科大学大学院 初年度納付金 

２８０,０００ １,２８０,０００ ２００,０００ ８００,０００ 
ト
研
究
科

ネ
ジ
メ
ン 

工
学
・
マ 

工 学 ・  
マネジメント専攻 

電子システム  
工 学 科  
機械システム  
デザイン工学科 

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費 

研究科 専　　　攻 入　学　金 授　業　料 施設設備費 

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費 

 

 

○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である　　　　　　（単位：円） 

 （単位：円） 

 

 

○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である　　　　　　（単位：円） 

 

 

合　　　計 

合　　　計 

研究科 専　　　攻 入　学　金 授　業　料 施設設備費 
 （単位：円）  

合　　　計 

合　　　計 

新
任
教
員
　

３
氏
紹
介

（敬称略）

①
最
終
学
歴
　
②
前
　
歴

③
専
門
分
野
　
④
学
　
位

２
先
生
に
名
誉
教
授
称
号

狩野紀昭先生

加藤良治さん 増田充利さん

松山清美さん 海野ゆかりさん

遠藤三郎先生

〈参考 〉 （単位：千円 ） 平成19年度 　 資金収支予想 
資金収支　内訳 平成17年度決算 平成18年度予算 平成19年度予想 

① 学生生徒等納付金収入 ①人件費支出 25,495,391 16,015,999 25,638,702 16,338,482 25,620,086 16,387,908
②手数料収入 ②教育研究経費支出 1,517,193 8,639,960 1,457,761 8,999,827 1,386,475 8,191,827
③寄付金収入 ③管理経費支出 817,336 1,732,442 1,273,500 2,129,861 952,065 1,908,031
④補助金収入 ④借入金等利息支出 3,995,886 51,212 3,794,387 52,377 3,706,516 34,082
⑤資産運用収入 ⑤借入金等返済支出 572,341 7,963,160 395,043 1,483,160 392,636 1,483,160
⑥資産売却収入 ⑥施設関係支出 4,541,895 5,694,451 0 4,804,924 0 5,867,924
⑦事業収入 ⑦設備関係支出 786,584 2,324,282 657,807 1,797,501 769,633 1,591,127
⑧雑収入 ⑧資産運用支出 1,041,006 5,314,390 1,110,895 1,072,241 919,985 1,072,241
⑨借入金等収入 ⑨その他の支出 6,480,000 1,973,310 0 2,176,635 0 2,047,755
⑩前受金収入 ⑩予備費 16,802,773 16,701,288 300,000 16,797,203 300,000
⑪その他の収入 3,413,459 4,603,396 5,304,282
⑫資金収入調整勘定 ⑪資金支出調整勘定 △17,949,025 △1,848,793 △17,910,158 △1,550,774 △17,506,988 △2,224,585
〈当年度収入合計〉 〈当年度支出合計〉 47,514,839 47,860,413 37,722,621 37,604,234 38,341,893 36,659,470
⑬前年度繰越支払資金 ⑫次年度繰越支払資金 31,782,123 31,436,549 31,436,549 31,554,936 31,554,936 33,237,359
収入の部合計 支出の部合計 79,296,962 79,296,962 69,159,170 69,159,170 69,896,829 69,896,829

〈参考 〉 （単位：千円 ） 平成19年度 　 消費収支予想 
消費収支　内訳 平成17年度決算 平成18年度予算 平成19年度予想 

①学生生徒等納付金 ①人件費 25,495,391 15,855,484 25,638,702 16,338,482 25,620,086 16,387,908
②手数料 ②教育研究経費 1,517,193 13,163,116 1,457,761 13,883,356 1,386,475 12,804,343
③寄付金 ③管理経費 1,045,980 1,828,711 1,400,802 2,225,026 1,180,709 2,024,439
④補助金 ④借入金等利息 3,995,886 51,212 3,794,387 52,377 3,706,516 34,082
⑤資産運用収入 ⑤資産処分差額 569,922 371,396 395,043, 0 392,636 0
⑥資産売却差額 ⑥徴収不能引当金繰入額 4,341 45,500 0 0 0 0
⑦事業収入 ⑦徴収不能免除額 786,584 0 657,807 0 769,633 0
⑧雑収入 ⑧予備費 1,041,819 1,110,895 300,000 919,985 300,000
帰属収入合計 34,457,116 34,455,397 33,976,040
基本金組入額 △6,504,348 △1,284,634 △4,360,828
消費収入の部合計 消費支出の部合計 27,952,768 31,315,419 33,170,763 32,799,241 29,615,212 31,550,772
当　年　度　消　費　収　支　差　  額 △3,362,651 371,522 △1,935,560
前 年 度 繰 越 消 費 収 支 差  額 △7,821,578 △11,184,229 △10,812,707
翌 年 度 繰 越 消 費 収 支 差  額 △11,184,229 △10,812,707 △12,748,267



東　京　理　科　大　学　報第 1 6 3号
【
同
窓
生
】

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

横
田
　
　
誠
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

横
内
未
知
夫
様

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

志
気
　
保
子
様

菅
原
　
俊
一
様

（
累
計
金
四
、六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

高
村
　
輝
義
様

（
累
計
金
一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
五
〇
、〇
〇
〇
円

戸
張
　
昌
弘
様

渡
辺
　
　
泰
様

（
累
計
金
一
、一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

石
原
　
吉
嗣
様

金
子
　
榮
三
様

小
林
　
由
雄
様

正
林
　
真
之
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

高
階
　
博
史
様

富
岡
　
秀
雄
様

（
累
計
金
五
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

中
島
か
ほ
る
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

内
田
　
正
三
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

海
老
原
　
亨
様

金
子
　
栄
男
様

（
累
計
金
五
、三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

菅
野
　
隆
三
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

高
橋
　
一
興
様

中
村
　
　
熙
様

山
田
　
義
幸
様

（
累
計
金
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺
　
正
幸
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

今
村
　
　
肇
様

内
田
　
輝
雄
様

大
柳
　
繁
造
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

樫
山
　
廣
士
様

葛
田
　
正
雄
様

（
累
計
金
一
、一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

国
弘
知
鶴
子
様

栗
原
　
良
平
様

（
累
計
金
一
、七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

酒
井
　
泰
治
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中
　
密
雄
様

中
村
　
　
彬
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

福
田
　
善
政
様

増
田
　
重
衛
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

若
林
　
健
志
様

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

石
渡
　
正
治
様

加
知
　
恭
子
様

浜
名
　
正
男
様

松
岡
　
芳
彦
様

吉
田
　
盛
行
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円

伊
藤
　
二
郎
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
本
　
公
爾
様

（
累
計
金
三
七
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円

村
松
　
久
次
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

穴
原
　
康
雄
様

安
部
裕
喜
子
様

荒
木
　
　
淳
様

有
原
　
　
治
様

安
藤
　
善
助
様

安
藤
　
　
浩
様

石
井
　
清
一
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

石
井
　
幹
夫
様

石
田
　
正
夫
様

石
原
福
三
郎
様

伊
藤
　
允
久
様

井
上
　
　
昭
様

今
井
　
和
彦
様

今
井
　
良
二
様

今
谷
　
　
敬
様

内
田
　
憲
一
様

榎
本
　
康
信
様

大
熊
　
壮
成
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
貫
　
利
男
様

大
森
　
克
宏
様

大
森
　
直
江
様

大
森
　
　
實
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
c

幸
子
様

岡
本
　
正
雄
様

斧
　
　
昭
雄
様

角
田
　
武
道
様

加
藤
　
晴
男
様

加
藤
　
　
弘
様

加
藤
　
　
博
様

金
井
　
庄
太
様

可
兒
　
直
之
様

兼
子
　
明
美
様

金
子
　
重
雄
様

金
子
　
昌
平
様

神
林
　
常
視
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

狐
塚
　
　
章
様

木
村
　
恒
雄
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

木
村
　
　
肇
様

久
世
　
亘
克
様

国
久
　
和
子
様

久
保
田
健
二
様

倉
田
　
芳
雄
様

小
池
　
幹
男
様

児
玉
　
　
乗
様

小
林
　
邦
夫
様

坂
入
　
靖
男
様

櫻
庭
　
順
三
様

佐
藤
　
公
隆
様

佐
藤
　
晴
彦
様

里
見
　
　
亮
様

澤
田
正
之
助
様

清
水
　
規
章
様

杉
岡
　
俊
男
様

杉
田
　
　
剛
様

鈴
木
　
茂
夫
様

高
田
　
正
保
様

辰
川
　
伸
一
様

田
中
　
邦
康
様

田
中
昭
太
郎
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中
　
　
豊
様

田
村
　
敏
彦
様

千
吉
良
令
子
様

中
馬
　
悟
朗
様

塚
本
　
正
之
様

土
田
　
三
郎
様

土
屋
　
律
子
様

豊
永
　
茂
則
様

中
澤
　
富
夫
様

長
澤
　
祥
光
様

中
島
　
敏
夫
様

長
田
　
光
彦
様

長
峰
　
博
明
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

中
村
　
国
男
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

西
　
　
義
行
様

長
谷
川
春
一
様

長
谷
川
　
寛
様

馬
場
　
啓
臣
様

馬
場
　
基
臣
様

藤
井
　
　
浩
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
貫
　
　
正
様

前
田
　
　
博
様

増
渕
　
忠
行
様

三
浦
　
　
優
様

水
品
　
善
之
様

溝
口
　
　
昭
様

三
松
　
一
宇
様

棟
方
　
　
滋
様

村
田
　
浩
士
様

持
谷
順
一
郎
様

望
月
　
國
雄
様

柳
　
　
実
郎
様

山
内
　
悦
雄
様

山
川
　
幸
子
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
c

喬
様

山
田
　
　
茂
様

山
田
　
親
夫
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田
由
美
子
様

山
本
威
一
郎
様

山
本
　
　
茂
様

用
木
　
康
夫
様

吉
本
　
吉
彦
様

和
田
　
浩
明
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺
　
直
昭
様

匿
名
　
一
二
名

◇
金
六
〇
、〇
〇
〇
円

有
澤
　
　
信
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

黒
元
　
　
勇
様

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

赤
堀
　
　
宏
様

秋
元
　
啓
次
様

荒
井
　
　
孝
様

石
井
　
　
武
様

坂
本
　
殖
胤
様

佐
藤
　
　
尚
様

三
宮
　
芳
助
様

三
瓶
　
　
博
様

篠
崎
　
　
清
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

柴
田
　
武
司
様

清
水
　
基
弘
様

白
井
　
　
潔
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

菅
野
　
啓
司
様

洲
鎌
　
啓
正
様

須
崎
　
明
男
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木
　
宏
司
様

鈴
木
　
泰
人
様

関
　
　
輝
男
様

（
累
計
金
二
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

b
木
　
重
雄
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

b
木
　
　
昇
様

高
木
　
正
人
様

b
島
　
雍
治
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

b
村
　
徳
宏
様

武
宮
　
利

様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
代
　
　
寛
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

伊
達
c
義
信
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中
　
大
志
様

田
中
　
博
子
様

田
中
　
義
友
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
村
　
寿
雄
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

團
野
　
育
夫
様

地
畑
　
健
吉
様

土
屋
　
幸
雄
様

保
田
　
　
弘
様

柳
谷
　
善
三
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

簗
瀬
　
祥
子
様

山
c

忠
義
様

山
中
　
信
秀
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

湯
本
　
太
郎
様

吉
川
　
榮
一
様

吉
田
　
　
弘
様

吉
田
　
祐
子
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

若
子
偉
之
昌
様

若
杉
　
浩
榮
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺
　
亮
夫
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
一
〇
名

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

遠
藤
　
一
郎
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

倉
橋
　
常
雄
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

高
橋
　
修
司
様

（
累
計
金
一
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

大
b

誠
様

大
西
　
　
勲
様

川
村
文
三
郎
様

國
本
　
諭
史
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
谷
　
智
子
様

篠
原
　
晴
夫
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木
　
崇
悦
様

平
野
　
　
宏
様

古
部
　
三
郎
様

村
上
　
　
清
様

屋
比
久
盛
徳
様

渡
辺
夕
希
子
様

匿
名
　
　
三
名

◇
金
一
二
、五
〇
〇
円

荒
井
　
秀
男
様

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

相
澤
　
興
二
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

青
木
　
二
郎
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

秋
山
　
良
彦
様

秋
吉
　
崇
弘
様

天
野
　
浩
二
様

五
十
嵐
秀
夫
様

池
田
　
喜
彦
様

石
川
　
道
夫
様

市
場
　
裕
彦
様

伊
藤
　
恭
弘
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

犬
飼
　
　
透
様

今
村
　
俊
明
様

植
田
　
英
之
様

内
野

b
子
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

浦
和
茂
太
郎
様

大
井
　
恒
宏
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
木
　
重
徳
様

大
城
戸
淳
二
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
c
多
久
司
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
塚
　
久
幸
様

大
町
　
　
齊
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
崎
　
文
雄
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

塩
崎
　
圀
夫
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

重
康
　
　
学
様

清
水
一
三
雄
様

下
田
　
　
明
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

下
田
　
耕
作
様

下
田
　
好
男
様

杉
田
　
龍
彦
様

杉
山
　
秋
彦
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

須
子
　
賢
二
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木
　
克
巳
様

鈴
木
　
　
清
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木
　
義
一
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

高
良
　
　
洋
様

田
島
　
広
男
様

田
村
　
和
昭
様

田
村
　
三
郎
様

田
村
　
領
甫
様

千
葉
　
孝
行
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

千
葉
　
　
糺
様

千
葉
　
寿
彦
様

戸
上
　
惠
央
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

永
坂
　
友
一
様

中
島
　
共
一
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

中
田
　
武
司
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

永
峯
　
義
人
様

中
村
　
　
守
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

奈
良
　
正
孝
様

西
山
　
　
守
様

野
c

善
吉
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

能
勢
　
真
弥
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

秦
　
　
孝
明
様

波
田
野
　
浩
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

濱
本
　
寛
信
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

林
　
　
六
郎
様

樋
口
　
治
夫
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

平
井
　
淳
一
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

平
岡
　
良
久
様

福
島
　
　
正
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
川
　
　
孝
様

前
田
　
和
雄
様

増
渕
　
　
旭
様

松
本
　
茂
昭
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
田
　
耕
治
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
城
　
哲
弘
様

村
形
　
隆
司
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
川
　
明
弘
様

柳
生
　
岳
宏
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
島
　
絹
子
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

安
間
　
光
利
様

安
本
源
次
郎
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
極
　
時
生
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
崎
　
秀
樹
様

山
田
　
篤
司
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
中
　
金
吉
様

山
本
斉
比
古
様

吉
田
　
　
直
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺
　
美
映
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
一
三
名

◇
金
七
、〇
〇
〇
円

野
中
　
康
司
様

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

小
澤
　
基
男
様

（
累
計
金
二
五
、〇
〇
〇
円
）

小
岩
　
利
夫
様

小
林
　
寛
美
様

米
澤
　
耕
作
様

◇
金
三
、三
三
三
円

清
水
　
　
靖
様

（
累
計
金
四
、三
三
三
円
）

◇
金
三
、〇
〇
〇
円

辻
川
　
　
泰
様

藤
田
　
純
一
様

◇
金
二
、〇
〇
〇
円

中
尾
　
弘
三
様

（
累
計
金
七
、〇
〇
〇
円
）

【
父
母
保
証
人
】

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

青
木
　
和
彦
様

洗
平
　
光
國
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
田
　
法
子
様

神
谷
　
英
彦
様

山
中
　
昇
一
様

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

石
田
　
雄
二
様

設
楽
　
　
茂
様

長
廻
　
慶
之
様

原
　
　
芳
邦
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

菊
地
　
洋
一
様

富
b

仁
様

【
一
般
個
人
】

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

北
川
て
る
子
様

松
原
　
　
豊
様

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

寺
澤
　
正
孝
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

大
島
　
光
明
様

篠
田
　
ア
イ
様

辰
島
　
一
男
様

望
月
　
明
美
様

◇
金
三
六
、八
四
〇
円

森
野
　
　
茂
様

（
累
計
金
二
四
、五
〇
〇
、〇
〇
〇円）

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

風
間
　
賢
士
様

【
元
教
職
員
】

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

久
田
　
光
彦
様

【
教
職
員
】

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

植
木
キ
ク
子
様

金
元
　
哲
夫
様

（
累
計
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

新
井
重
一
郎
様

板
生
　
　
清
様

内
田
　
直
之
様

小
林
　
芳
政
様

小
松
　
　
博
様

谷
　
　
辰
夫
様

（
累
計
金
一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
四
五
〇
、〇
〇
〇
円

伊
藤
　
裕
久
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田
　
俊
彦
様

（
累
計
金
三
、七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円

関
根
慶
太
郎
様

◇
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円

平
野
　
道
勝
様

（
累
計
金
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

片
岡
　
　
寛
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

坂
田
好
一
郎
様

須
川
　
修
身
様

関
根
　
　
功
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

幡
野
　
　
純
様

（
累
計
金
四
、三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

峯
木
　
　
茂
様

◇
金
二
六
四
、〇
〇
〇
円

馬
場
　
錬
成
様

（
累
計
金
一
、二
四
七
、二
一
一
円
）

◇
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円

河
合
　
武
司
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

児
島
　
　
紘
様

（
累
計
金
一
、八
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

武
田
　
　
健
様

（
累
計
金
一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
名
　
善
之
様

◇
金
二
四
〇
、〇
〇
〇
円

澤
田
　
利
夫
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
二
〇
、〇
〇
〇
円

山
下
　
　
正
様

（
累
計
金
一
、一
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

内
呂
　
拓
実
様

蟹
江
　
　
壽
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

後
藤
　
惠
子
様

宗
村
　
哲
雄
様

芳
賀
　
　
信
様

古
舘
　
信
生
様

（
累
計
金
三
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
本
　
睦
良
様

森
　
　
健
一
様

森
　
　
瑞
穗
様

匿
名
　
　
二
名

◇
金
一
八
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

鈴
木
　
康
一
様

（
累
計
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺
　
恒
夫
様

（
累
計
金
七
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
一
四
〇
、〇
〇
〇
円

橘
　
　
孝
二
様

（
累
計
金
三
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
一
三
〇
、〇
〇
〇
円

松
山
　
　
賢
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円

斎
藤
　
　
久
様

藤
野
　
仁
三
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円

河
村
　
　
洋
様

（
累
計
金
一
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

安
部
　
　
良
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

新
井
　
孝
夫
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

池
田
　
文
男
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

宇
津
　
栄
三
様

右
手
　
正
道
様

大
井
　
武
男
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

奥
田
　
宗
幸
様

金
子
　
　
実
様

木
村
　
悦
郎
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

日
下
部
　
慧
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
林
　
嶺
道
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

齊
藤
　
　
功
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

庄
野
　
　
厚
様

鈴
木
　
　
彰
様

鈴
木
　
智
順
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

曽
我
　
公
平
様

竹
永
　
　
満
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中
　
隆
一
様

爲
我
井
哲
夫
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

辻
本
　
　
誠
様

中
江
　
　
茂
様

中
野
　
直
子
様

浜
田
　
修
一
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

浜
田
　
典
昭
様

浜
本
　
隆
之
様

春
山
　
修
身
様

福
山
　
秀
敏
様

古
川
　
猛
夫
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

堀
部
　
安
一
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

増
田
　
勇
三
様

丸
山
　
克
俊
様

村
田
　
貴
信
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
嶌
千
佳
子
様

渡
辺
　
賢
二
様

匿
名
　
一
一
名

◇
金
九
五
、〇
〇
〇
円

清
水
　
克
彦
様

（
累
計
金
三
五
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
九
〇
、〇
〇
〇
円

菊
地
　
　
正
様

（
累
計
金
四
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

眞
田
　
克
典
様

（
累
計
金
三
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
八
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名
　
　
二
名

◇
金
七
〇
、〇
〇
〇
円

沼
　
　
隆
三
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
六
五
、〇
〇
〇
円

上
田
　
昌
毅
様

（
累
計
金
二
四
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
〇
、〇
〇
〇
円

工
藤
　
昭
彦
様

（
累
計
金
一
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
浦
　
弘
毅
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
五
八
、〇
〇
〇
円

安
藤
　
正
海
様

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

石
田
　
邦
輝
様

伊
藤
　
紘
二
様

内
海
　
文
彰
様

大
石
　
尊
朗
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
山
　
　
望
様

（
累
計
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

恩
田
　
邦
藏
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

金
子
　
真
理
様

倉
渕
　
　
隆
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
島
日
出
夫
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
室
　
達
也
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
森
未
奈
子
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

酒
井
　
吉
雄
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

坂
本
　
正
典
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

清
水
　
　
大
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

清
水
　
　
眞
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

b
柳

英
明
様

田
中
秀
五
郎
様

谷
口
　
　
淳
様

（
累
計
金
二
二
五
、〇
〇
〇
円
）

仁
木
　
直
人
様

西
田
　
幸
夫
様

西
野
　
和
美
様

濱
田
　
俊
孝
様

浜
畑
　
芳
紀
様

福
田
　
幸
夫
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

星
　
　
　
肇
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

増
本
　
　
健
様

松
野
　
　
直
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
川
　
良
男
様

（
累
計
金
二
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

村
口
　
正
弘
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

籔
内
　
一
博
様

山
下
　
輝
雄
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田
　
康
洋
様

渡
辺
　
幸
人
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺
　
竜
介
様

匿
名
　
一
五
名

◇
金
四
五
、〇
〇
〇
円

岩
崎
　
　
等
様

（
累
計
金
二
〇
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

加
納
　
　
誠
様

（
累
計
金
三
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

龍
岡
　
文
夫
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
本
　
岩
男
様

（
累
計
金
二
七
三
、〇
〇
〇
円
）

柳
田
　
昌
宏
様

（
累
計
金
二
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
九
、〇
〇
〇
円

白
石
　
幸
英
様

（
累
計
金
二
三
四
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
五
、〇
〇
〇
円

赤
上
　
　
好
様

（
累
計
金
一
七
五
、〇
〇
〇
円
）

平
田
　
譲
二
様

（
累
計
金
五
五
、〇
〇
〇
円
）

宮
島
　
　
純
様

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

浅
野
　
　
比
様

（
累
計
金
一
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
島
　
政
英
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

鎌
倉
　
高
志
様

小
園
　
晴
生
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

菅
井
　
　
繁
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
口
　
速
男
様

竹
村
　
哲
雄
様

（
累
計
金
二
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
井
田
陸
郎
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

武
藤
　
　
英
様

本
山
　
好
幸
様

（
累
計
金
二
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
島
　
博
文
様

（
累
計
金
二
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

吉
岡
　
正
道
様

吉
留
　
通
紀
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
五
名

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

岩
館
　
寛
大
様

（
累
計
金
七
五
、〇
〇
〇
円
）

茅
壁
　
猛
幸
様

（
累
計
金
一
四
五
、〇
〇
〇
円
）

久
保
寺
勝
彦
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

石
渡
恵
美
子
様

（
累
計
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円
）

岡
本
　
　
哲
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

倉
持
　
幸
司
様

柴
田
　
裕
史
様

竹
内
　
裕
一
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

趙
　
　
新
為
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

広
瀬
　
啓
雄
様

伏
見
　
圭
子
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
一
九
、〇
〇
〇
円

赤
澤
　
豊
信
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

b
橋
　
正
一
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
、〇
〇
〇
円

中
村
　
一
夫
様

（
累
計
金
九
五
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
一
二
、五
〇
〇
円

牧
　
　
高
司
様

（
累
計
金
二
六
二
、五
〇
〇
円
）
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創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。
今
回

は
、
二
〇
〇
六
年
五
月
一
日
〜
二
〇
〇
六
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

に
お
振
込
み
い
た
だ
い
た
分
で
す
。

ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す
が
、
区
分
で
重

複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
川
　
俊
英
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

石
川
　
信
夫
様

石
倉
　
敏
雄
様

一
ノ
瀬
好
弘
様

伊
東
千
代
治
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

伊
藤
　
源
昭
様

岩
本
　
正
子
様

上
杉
　
　
肇
様

打
越
　
信
久
様

大
家
　
文
夫
様

大
川
　
　
淳
様

大
森
　
忠
篤
様

岡
村
　
　
武
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
川
　
裕
幸
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

荻
原
　
　
彬
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
熊
　
完
治
様

小
沼
　
秀
道
様

加
賀
谷
秀
樹
様

鍛
冶
　
　
隆
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

加
藤
　
　
昭
様

加
藤
　
雅
彦
様

加
藤
　
義
洋
様

金
光
　
眞
嗣
様

亀
田
　
徳
幸
様

亀
山
　
光
三
様

香
山
　
英
一
様

河
村
　
英
雄
様

神
田
　
　
泰
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

鬼
追
　
啓
輔
様

倉
橋
　
基
夫
様

古
池
　
廣
行
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
井
田
祥
起
様

後
藤
与
志
恵
様

小
西
　
　
愛
様

小
林
　
裕
子
様

小
林
　
佑
規
様

紺
野
　
勝
信
様

斉
藤
　
　
隆
様

酒
井
昭
八
郎
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

筒
井
　
庸
介
様

角
田
奈
緒
子
様

仲
里
　
恒
雄
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

中
田
　
幸
男
様

中
村
　
　
強
様

能
　
　
明
彦
様

野
沢
　
直
美
様

橋
本
　
康
之
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

羽
田
　
　
稔
様

平
澤
　
洋
平
様

平
野
　
晴
世
様

藤
村
美
佐
子
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
原
　
有
恒
様

細
野
　
睦
正
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
浦
勝
次
郎
様

松
尾
　
稜
威
様

松
野
　
幸
治
様

丸
山
　
次
義
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
浦
　
康
男
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
井
　
英
也
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
森
　
幹
雄
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
尾
　
健
一
様

宮
岡
　
　
靖
様

三
宅
　
昌
彦
様

宮
嶋

式（
嘉
則
）様

武
藤
　
和
雄
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

森
　
　
　
涼
様

森
重
　
愛
司
様

森
谷
　
誠
生
様

八
嶋
　
　
廣
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
内
勇
三
朗
様

宮
宅
　
勇
二
様

山
崎
　
哲
男
様

山
c

祐
介
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

吉
祇
　
嘉
孝
様

吉
田
　
　
清
様

吉
田
　
幸
治
様

（
累
計
金
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
三
名

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

清
水
　
洽
子
様

清
水
　
俊
明
様

露
木
　
哲
司
様

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

会
田
　
　
実
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

秋
田
　
　
仁
様

浅
野
　
雅
裕
様

今
村
　
彰
啓
様

大
城
　
安
誠
様

嘉
瀬
　
　
敏
様

北
村
　
哲
夫
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

栗
城
　
一
成
様

小
池
　
　
旭
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

児
玉
　
将
門
様

駒
村
　
幸
雄
様

今
野
　
邦
昭
様

佐
々
木
　
武
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

関
戸
　
知
志
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

長
澤
　
智
則
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

西
村
　
実
三
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

蓮
沼
　
義
一
様

船
水
　
　
寛
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
本
　
忠
亮
様

岡
安
　
　
誠
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

尾
崎
　
　
宏
様

風
間
　
秀
士
様

加
藤
　
竜
吾
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

神
山
　
五
郎
様

鴨
志
田
公
洋
様

川
島
　
　
順
様

川
手
　
鮎
子
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

菊
池
　
郭
元
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

玖
珂
　
紀
夫
様

久
保
　
卓
也
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

黒
谷
　
義
雄
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
泉
　
眞
悦
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

香
西
　
士
郎
様

越
川
　
　
瑛
様

小
林
　
　
裕
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

紺
屋
　
　
進
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

財
前
　
宜
隆
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

斉
藤
　
常
男
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

坂
本
　
幸
教
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

佐
々
木
　
操
様

佐
治
　
　
巌
様

佐
藤
　
　
仁
様

次
ペ
ー
ジ
上
段
へ
つ
づ
く



（ 5 ） 2006年（平成18年） 10月30日（月） 東　京　理　科　大　学　報 第 1 6 3号
﹇
教
職
員
﹈
つ
づ
き

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

石
田
　
和
弘
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

木
俣
　
博
史
様

巻
田
　
悦
郎
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

正
木
　
　
舞
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
田
　
　
大
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
七
、〇
〇
〇
円

天
沼
　
秀
夫
様

（
累
計
金
五
二
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
、〇
〇
〇
円

伊
藤
　
享
子
様

（
累
計
金
四
六
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

本
田
　
文
明
様

匿
名
　
　
一
名

【
法
人
】

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
奥
村
組
様

キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
様

東
急
建
設
株
式
会
社
様

匿
名
　
一
社

◇
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

飛
島
建
設
株
式
会
社
様

◇
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

日
本
通
運
株
式
会
社
東
京
支
店
様

野
村
證
券
株
式
会
社
様

◇
金
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
イ
ト
ー
キ
様

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

コ
ク
ヨ
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
株
式

会
社
様

株
式
会
社
島
津
製
作
所
様

ニ
チ
ア
ス
株
式
会
社
様

能
美
防
災
株
式
会
社
様

株
式
会
社
安
井
建
築
設
計
事
務
所

様（
累
計
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
中
村
組
様

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
協
和
エ
ク
シ
オ
様

中
央
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
様

日
本
ス
プ
ラ
イ
ス
ス
リ
ー
ブ
株
式

会
社
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

測
機
社
千
葉
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

様
（
累
計
金
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
ホ
テ
ル
エ
ド
モ
ン
ト
様

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

ナ
カ
バ
ヤ
シ
株
式
会
社
様

◇
匿
額

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
様

【
団
体
】

◇
金
六
三
〇
、〇
〇
〇
円

理
窓
企
業
人
会
周
年
募
金（
’06
年

会
員
一
同
）様

（
累
計
金
六
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

有
澤
　
　
信
様

今
井
　
忠
雄
様

北
林
　
辰
哉
様

鈴
木
　
弘
昭
様

横
田
　
　
誠
様

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
圭
運
会
一
同
様

◇
金
二
二
五
、〇
〇
〇
円

昭
和
31
年
度
卒
理
学
部
数
学
科
有

志
一
同
様

（
累
計
金
二
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

青
木
　
太
夫
様

伊
藤
　
允
久
様

臼
井
　
美
昭
様

大
沢
　
秀
雄
様

大
島
　
昌
子
様

鹿
島
田
国
夫
様

神
谷
　
一
夫
様

衣
川
　
孝
子
様

昆
野
　
春
晃
様

薩

雅
代
様

鈴
木
　
武
次
様

鈴
木
と
み
え
様

田
村
　
真
治
様

名
倉
　
敏
生
様

成
島
　
幸
雄
様

野
原
　
文
雄
様

日
吉
　
栄
喜
様

松
下
　
　
博
様

三
浦
　
　
優
様

山
田
　
　
勇
様

山
田
　
親
夫
様

横
山
　
利
光
様

笠
　
　
恒
夫
様

◇
金
二
一
一
、〇
〇
〇
円

築
理
会
35
周
年
記
念
総
会
懇
親
会

様
三
松
　
一
宇
様

阿
久
津
好
太
様

池
尻
　
隆
史
様

石
神
　
一
郎
様

石
田
　
達
也
様

石
橋
　
敦
之
様

市
田
　
　
登
様

今
本
　
啓
一
様

岩
井
今
朝
典
様

岩
倉
　
知
行
様

岩
永
　
博
樹
様

宇
根
元
健
一
様

宇
野
与
四
郎
様

浦
山
　
千
明
様

榎
本
　
英
雄
様

遠
藤
　
智
行
様

大
岩
　
昭
之
様

大
久
保
貞
吉
様

大
場
　
隆
和
様

大
橋
　
和
男
様

大
日
方
貞
夫
様

柏
山
貢
四
郎
様

片
淵
　
利
幸
様

加
藤
　
宏
之
様

金
子
　
隆
治
様

唐
鎌
　
良
光
様

河
野
　
茂
麿
様

神
前
　
佳
秀
様

古
池
　
広
行
様

小
池
　
雅
仁
様

齋
藤
　
　
裕
様

佐
治
　
浩
一
様

志
藤
　
博
文
様

志
水
　
英
樹
様

高
尾
　
修
一
様

高
木
　
基
行
様

竹
内
　
正
宏
様

武
長
　
龍
二
様

田
中
　
　
治
様

谷
内
　
正
建
様

谷
川
　
大
輔
様

椿
　
　
康
子
様

鶴
巻
　
光
恵
様

寺
林
　
成
子
様

天
神
　
良
久
様

友
永
　
久
雄
様

仲
　
　
隆
介
様

野
々
村
俊
夫
様

服
部
　
達
哉
様

林
　
　
邦
彦
様

林
　
　
孝
夫
様

原
　
　
　
晃
様

肥
田
　
明
義
様

広
谷
　
純
弘
様

福
田
　
義
克
様

藤
野
　
敏
幸
様

藤
森
　
正
純
様

洞
澤
　
正
敏
様

本
間
　
靖
之
様

前
田
　
矩
男
様

宮
田
　
健
治
様

森
川
　
正
夫
様

森
本
　
　
仁
様

八
木
　
嘉
也
様

矢
島
　
規
雄
様

矢
嶋
　
　
隆
様

藪
下
　
明
博
様

山
田
　
脩
治
様

山
名
　
善
之
様

米
山
　
信
男
様

渡
辺
　
一
男
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

31
Ｂ
同
期
会
様

東
京
理
科
大
学
横
山
和
夫
研
究
室

Ｏ
Ｂ
他
様

門
田
隆
太
郎
様

石
本
　
舞
奈
様

岩
崎
亜
希
子
様

岩
崎
　
良
子
様

近
藤
　
寿
明
様

杉
山
真
奈
美
様

須
藤
　
晋
成
様

高
橋
　
孝
仁
様

豊
田
　
有
子
様

中
山
　
久
男
様

林
　
　
陽
子
様

藤
本
い
づ
み
様

松
坂
マ
サ
子
様

森
　
　
正
樹
様

二
研
会（
化
学
科
第
２
研
究
室
）様

み
ろ
く
会（
36
Ｂ
）様

理
大
鉢
の
木
会（
26
Ｋ
Ⅱ
ク
ラ
ス

会
）様

◇
金
七
七
、五
〇
〇
円

東
電
理
窓
会
様

東
谷
　
知
幸
様

藍
　
譲
二
郎
様

青
木
　
健
夫
様

石
部
　
晴
久
様

市
川
　
義
治
様

伊
藤
　
雅
文
様

宇
都
宮
　
弘
様

卜
部
　
宣
行
様

大
崎
　
建
祐
様

岸
　
　
政
孝
様

木
寺
　
一
雄
様

倉
持
　
太
郎
様

小
林
　
　
朗
様

小
林
　
秀
行
様

小
山
　
大
輔
様

近
藤
　
正
樹
様

嵯
峨
　
　
泰
様

佐
々
木
立
雄
様

大
門
　
利
之
様

b
市
　
和
弘
様

高
橋
　
雅
司
様

田
邉
　
博
隆
様

手
代
木
雅
之
様

戸
谷
　
　
敦
様

中
川
　
喜
雄
様

中
村
　
孝
司
様

中
村
　
泰
智
様

七
海
　
剛
志
様

野
澤
　
啓
二
様

野
村
　
直
昭
様

樋
口
　
直
樹
様

古
根
　
弘
敬
様

松
本
　
真
也
様

丸
田
　
　
理
様

宮
本
　
　
健
様

三
和
　
安
英
様

山
科
　
晶
人
様

渡
邉
　
恭
史
様

渡
邊
　
正
人
様

◇
金
五
六
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ

会
様（

累
計
金
三
〇
六
、〇
〇
〇
円
）

扇
原
　
　
淳
様

岡
本
　
安
博
様

音
田
　
大
樹
様

門
脇
　
泰
久
様

川
口
　
正
志
様

武
内
　
純
生
様

武
信
　
康
徳
様

長
谷
川
　
稔
様

山
田
　
泰
也
様

山
本
　
亮
太
様

◇
金
五
五
、〇
〇
〇
円

７
０
０
０
Ｋ
会（
昭
和
31
年
化
学

科
卒
）様

（
累
計
金
四
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

荒
井
　
　
誠
様

加
藤
　
禎
男
様

柴
田
　
武
司
様

堤
　
　
武
男
様

中
田
　
皆
幸
様

◇
金
五
四
、二
一
八
円

美
術
同
好
会
有
志
様

金
井
　
健
一
様

浅
田
　
恒
雄
様

石
渡
　
正
治
様

井
上
　
吉
靖
様

大
岩
　
昭
之
様

柿
添
　
　
実
様

神
鳥
　
嘉
之
様

黒
崎
　
弘
康
様

繁
野
　
洋
介
様

長
島
　
昭
明
様

浜
田
　
修
一
様

福
田
　
義
克
様

武
藤
　
泰
典
様

◇
金
五
二
、〇
〇
〇
円

１
部
軟
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
会
様

（
累
計
金
九
三
、〇
〇
〇
円
）

菊
地
募
金
推
進
委
員（
東
芝
内
古

谷
研
一
同
）様

伊
藤
　
由
和
様

市
川
　
長
佳
様

伊
藤
　
雅
雄
様

田
子
　
信
緒
様

多
田
　
雅
紀
様

寺
田
　
慎
一
様

冨
田
　
　
寛
様

友
田
浩
一
朗
様

藤
野
　
晴
互
様

山
口
　
　
悟
様

山
澄
　
俊
英
様

山
添
　
　
浩
様

◇
金
五
一
、〇
〇
〇
円

理
窓
会
埼
玉
支
部
総
会
出
席
者
様

青
木
　
秀
夫
様

石
井
　
忠
浩
様

石
田
　
正
夫
様

石
原
　
吉
嗣
様

井
上
　
　
洋
様

柏
山
貢
四
郎
様

金
子
　
　
聰
様

菊
池
　
義
幸
様

小
嶋
　
延
吉
様

小
林
　
　
節
様

佐
藤
み
ど
り
様

諏
訪
部

義
様

中
埜
　
正
一
様

長
谷
川
春
一
様

松
井
　
辰
男
様

松
本
　
恭
介
様

森
野
　
義
男
様

山
下
　
　
正
様

山
田
　
義
幸
様

山
本
　
正
雅
様

他
◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

渡
辺
・
常
盤
研
究
室
同
窓
様

（
累
計
金
一
七
五
、〇
〇
〇
円
）

常
盤
　
和
靖
様

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

小
玉
研
究
室
卒
業
者
会（
Ｋ
Ｏ
Ｌ

Ｃ
）Ｈ
18
有
志
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
野
　
　
充
様

中
川
　
利
久
様

東
京
理
科
大
学
数
学
教
育
研
究
会

様

（
累
計
金
三
五
五
、〇
〇
〇
円
）

根
深
　
得
英
様

横
山
　
利
光
様

◇
金
一
五
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
理
窓
教
育
会
東
京

支
部
様

（
累
計
金
二
二
五
、〇
〇
〇
円
）

根
深
　
得
英
様

松
澤
　
正
夫
様

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

理
窓
ス
マ
ッ
シ
ュ
会
様

（
累
計
金
二
七
四
、〇
〇
〇
円
）

高
瀬
　
享
徳
様

理
窓
卓
球
会（
体
育
局
卓
球
部
Ｏ

Ｂ
会
）様

（
累
計
一
、三
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

佐
藤
　
武
久
様

【
こ
う
よ
う
会
】

◇
金
三
七
、三
八
五
、八
八
八
円

個
人
　
四
四
七
名
　
　
二
支
部

○
入
金
額

﹇
個
人
﹈

（
六
九
二
名
）

七
六
、六
二
四
、一
七
三
円

﹇
法
人
﹈

（
二
一
社
）

六
三
、一
三
〇
、〇
〇
〇
円

﹇
団
体
﹈

（
二
二
団
体
）

二
、三
八
八
、七
一
八
円

﹇
こ
う
よ
う
会
﹈

（
四
四
九
件
）

三
七
、三
八
五
、八
八
八
円

○
寄
付
総
額
（
二
〇
〇
三
年
十

一
月
一
日
〜
二
〇
〇
六
年
七
月
三

十
一
日
）

﹇
個
人
﹈

（
三
、五
六
九
名
）

五
九
九
、五
二
八
、七
一
一
円

﹇
法
人
﹈

（
一
九
五
社
）

五
四
二
、八
七
〇
、〇
〇
〇
円

﹇
団
体
﹈

（
一
五
六
団
体
）

二
五
、五
八
九
、七
五
二
円

﹇
こ
う
よ
う
会
﹈

（
四
四
九
件
）

三
七
、三
八
五
、八
八
八
円

＊
お
詫
び

学
報
１
６
２
号

掲
載
の
「
創
立
百
二
十
五
周
年
記

念
事
業
寄
付
者
芳
名
」
で
「【
教

職
員
】
◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

近
藤
天
彦
様
」
と
あ
る
の
は

「【
同
窓
生
】
◇
金
一
〇
〇
、〇
〇

〇
円
　
近
藤
天
彦
様
」
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 ４
面
か
ら 

つ
づ
き 

東
京
理
科
大
学
周
年
募
金
事
務
室
　
℡
〇
三
・
五
二
二

八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三

＊e-m
ail：
125shunen@

adm
in.tus.ac.jp

＊U
R
L
:http://w

w
w
.tus.ac.jp/125/

問い合わせ先

景
気
堅
調
で
求
人
増

景
気
堅
調
で
求
人
増

就
職
活
動

早
や
終
盤
の
形
勢

農 林 ・ 水 産 業
鉱 業
建 設
設 備 工 事
建 築 （ 土 木 ） 設 計
食 料 品
繊 維 ・ 衣 料
木材・木製品・家具
パルプ・紙・紙加工
新 聞 ・ 出 版
印 刷 ・ 同 関 連 産 業
化 学 工 業
医 薬 ・ 化 粧 品
石 油 ・ 石 炭 製 品
ゴ ム ・ 皮 革 製 品
窯 業 ・ 土 石 製 品
鉄 鋼
金 属 製 品
非 鉄 金 属 製 品
一 般 機 械 器 具
精 密 機 械 器 具
電 気 機 械 器 具
輸 送 用 機 械 器 具
そ の 他 の 製 造 業
商 社
卸 ・ 小 売
百貨店・スーパー
自 動 車 販 売
外 食 産 業
銀 行 ・ 信 託
金 庫 ・ 信 用 組 合
証 券 ・ 商 品 取 引
保 険
不 動 産 業
運 輸 ・ 通 信 業
電 気・ガ ス・水 道
※1教　育：大　　学
※2教　育：高校・中学
※3そ の 他 の 教 育
情 報 産 業
放 送 ・ 広 告
医 療 ・ 保 健 業
学 術 研 究 機 関
非 営 利 団 体
その他のサービス
そ の 他
合 計

平成１８年度　求人件数 （１０月１日現在）

※1．事務職員　※2．専任教員
※3．塾・予備校等教育産業　�求人件数に公務員は含まない。

２ 
５ 

２０９ 
１５０ 
９７ 
８１ 
２７ 
１８ 
２０ 
３５ 
３１ 
１１５ 
７９ 
３３ 
２２ 
４３ 
２８ 
７５ 
３３ 
２６７ 
１２６ 
３９７ 
１２９ 
６２ 
３６ 
４８９ 
４１ 
２２ 
４９ 
２７ 
３５
３４ 
１９ 
８９ 
１００ 
１８ 
１０ 
１１６ 
５４ 

１１６６ 
７９ 
３８９ 
７ 
５６ 
２８４ 
１４

５２１８

５１ 
１９ 
１８ 
２８ 
１４ 
１９ 
２１ 
８９ 
６５ 
６０ 
１８９ 
１１４ 
２５５０ 
４０６ 
７０ 
５０ 
３５ 
２１ 
４４ 
１１５ 
３５ 
１４１ 
２４３ 
２７ 
１４ 
５８ 
２９６ 
６９ 
１０ 
１０ 
１８ 
１２ 
２５ 
７８ 
１９ 
１１ 
１５ 
２６ 
１５ 
５２ 
７ 
４ 
１３ 
１２ 
５ 
１２ 
１３ 

５２１８

北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県
合 計

●　産業分類別 ●　都道府県別
平
成
十
八
年
度
の
就
職
状
況

は
、
堅
調
な
景
気
が
持
続
し
、

企
業
業
績
が
回
復
す
る
中
、
雇

用
状
況
は
「
買
い
手
市
場
」
か

ら
「
売
り
手
市
場
」
へ
と
激
変

し
、
求
人
活
動
の
さ
ら
な
る
早

期
化
が
進
ん
で
い
る
。
大
手
電

機
メ
ー
カ
ー
、
メ
ガ
バ
ン
ク
、

証
券
等
、
大
企
業
の
大
量
採
用

が
復
活
し
、
採
用
数
が
大
幅
に

増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
中
堅
・

中
小
企
業
で
は
採
用
予
定
数
の

学
生
を
確
保
で
き
な
い
な
ど
、

企
業
間
の
二
極
化
現
象
が
起
き

て
い
る
。

学
生
が
企
業
を
厳
選
す
る
傾

向
が
強
ま
り
、
絞
り
込
ん
だ
企

業
か
ら
内
定
が
取
り
や
す
く
な

っ
て
お
り
、
重
複
内
定
も
増
え

て
い
る
。
一
方
、
企
業
の
採
用

形
態
も
春
の
一
括
採
用
か
ら
、

秋
季
、
通
年
採
用
な
ど
へ
と
多

様
化
し
て
お
り
、
追
加
・
再
募

集
の
求
人
依
頼
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
企
業
は
基
本
的
に
は
一

定
の
採
用
基
準
を
保
ち
つ
つ
、

正
社
員
、
非
正
社
員
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
な
が
ら
、
質
の
採
用

を
基
本
姿
勢
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
本
年
度
、
本
学
に
対

し
て
の
求
人
依
頼
数
は
別
表
の

と
お
り
、
五
千
二
百
十
八
件

（
十
月
一
日
現
在
）
と
な
り
、

昨
年
度
同
時
期
の
四
千
二
百
三

件
か
ら
、
前
年
度
比
二
四
・

一
％
の
大
幅
増
と
な
っ
た
。
こ

れ
を
業
種
別
に
見
る
と
、
情
報

産
業
、
医
療
・
保
健
業
、
卸
・

小
売
業
、
電
機
、
機
械
、
不
動

産
、
通
信
な
ど
で
大
幅
な
伸
び

を
示
し
、
ほ
と
ん
ど
の
業
種
で

増
加
し
て
い
る
。
都
道
府
県
別

に
見
る
と
、
東
京
を
中
心
と
す

る
首
都
圏
、
中
京
圏
、
近
畿
圏

か
ら
の
求
人
が
大
幅
に
増
え
、

こ
れ
が
他
の
地
域
に
も
広
が
り

つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
就
職
状
況
下
、

多
数
の
学
生
か
ら
採
用
内
定
の

報
告
が
あ
り
、
本
年
度
の
就
職

戦
線
は
終
盤
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
。

次
に
公
務
員
関
係
で
は
、
本

年
度
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試

験
に
十
八
人
が
合
格
し
、
全
私

立
大
学
中
、
第
五
位
と
な
っ
た
。

教
員
採
用
状
況
に
つ
い
て
は

「
団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
」

へ
の
対
応
か
ら
、
首
都
圏
を
中

心
に
教
員
の
採
用
枠
が
広
が
り
、

合
格
率
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
は
し
ば
ら
く
続
く
と

み
ら
れ
る
の
で
、
本
学
の
伝
統

で
あ
る
教
育
界
へ
の
進
出
に
好

期
で
あ
る
。

三
年
生
、
修
士
一
年
生
に
対

す
る
進
路
支
援
行
事
と
し
て
六

月
の
「
第
一
回
進
路
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
に
続
き
十
月
か
ら
「
第
二

回
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」、
理
窓

企
業
人
会
に
よ
る
会
社
説
明
会

（
本
学
Ｏ
Ｂ
が
社
長
・
役
員
の

企
業
を
招
聘
し
て
行
う
）
や

「
就
職
マ
ナ
ー
講
習
会
」「
就
職

面
接
講
習
会
」「
職
業
適
性
検

査
・
Ｓ
Ｐ
Ｉ
検
査
」「
自
己
分

析
講
座
」「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
対
策
講
座
」
等
の
各
種
模
擬

試
験
を
実
施
す
る
。
こ
れ
ら
の

行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ

と
が
、
就
職
（
進
路
）
決
定
に

重
要
と
な
る
。

な
お
、
一
・
二
年
生
を
対
象

と
し
て
進
路
選
択
を
考
え
る
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ

ー
も
十
一
月
に
実
施
の
予
定
で

あ
る
。
積
極
的
な
参
加
で
将
来

を
俯
瞰
し
て
ほ
し
い
。

就
職
課
は
、
学
生
諸
君
が
い

つ
も
気
楽
に
立
ち
寄
っ
て
進
路

相
談
や
企
業
研
究
等
が
で
き
、

ま
た
進
路
に
関
す
る
正
確
な
情

報
を
速
や
か
に
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
学
生
諸
君
の
積
極
的
な

活
用
を
歓
迎
し
ま
す
。

文
豪
・
夏
目
漱
石
が
小
説

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
を
俳
誌
『
ホ

ト
ト
ギ
ス
』
に
発
表
し
た
の
は

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
年
）

四
月
の
こ
と
で
、
今
年
は
百
周

年
に
あ
た
る
。
ま
た
小
説
『
坊

っ
ち
ゃ
ん
』
の
主
人
公
・
坊
っ

ち
ゃ
ん
が
卒
業
し
た
東
京
物
理

学
校
（
現
・
東
京
理
科
大
学
）

も
、
今
年
の
六
月
十
四
日
に
創

立
百
二
十
五
周
年
を
迎
え
た
。

東
京
理
科
大
学
と
愛
媛
県
松

山
市
で
は
記
念
事
業
と
し
て
七

月
二
十
六
日
『
お
帰
り
、
坊
っ

ち
ゃ
ん
』
〜
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
の

出
身
大
学
」
か
ら
「
坊
っ
ち
ゃ

ん
の
町
・
ま
つ
や
ま
」
へ
、
を

開
催
し
た
。
こ
れ
は
坊
っ
ち
ゃ

ん
の
再
来
と
し
て
東
京
理
科
大

学
理
学
部
第
二
部
数
学
科
の
芳

沢
光
雄
教
授
が
出
張
講
義
を
行

っ
た
も
の
で
、
高
校
生
向
け
に

「
数
学
的
思
考
法
と
数
学
の
正

し
い
学
習
法
」
、
小
学
生
・
父

母
向
け
に
「
数
の
ふ
し
ぎ
と
算

数
の
正
し
い
学
習
」
と
題
し
、

算
数
・
数
学
を
楽
し
く
学
ぶ
内

容
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

「坊っちゃん」再来！出張講義 
ゆかりの松山で名作100周年記念事業 

高
校
生
向
け
授
業
の
会
場

は
、
小
説
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の

舞
台
と
な
っ
た
「
四
国
辺
り
の

あ
る
松
山
の
中
学
校
…
」

（
現
・
愛
媛
県
立
松
山
東
高
等

学
校
）
で
、
高
校
生
に
よ
る
手

作
り
の
看
板
な
ど
も
制
作
さ
れ

た
。
ま
た
芳
沢
教
授
も
坊
っ
ち

ゃ
ん
の
格
好
に
扮
し
て
授
業
を

行
う
な
ど
、
楽
し
く
数
学
を
学

ぶ
た
め
の
工
夫
が
様
々
に
な
さ

れ
た
。
参
加
し
た
学
生
や
児
童

か
ら
「
算
数
・
数
学
が
面
白
く

学
べ
た
」「
こ
れ
か
ら
算
数
・

数
学
が
楽
し
く
学
べ
そ
う
」
な

ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

な
お
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
様

子
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
ニ
ュ
ー
ス
や

そ
の
他
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
紹
介

さ
れ
た
。

ま
ず 

４
冊 

坊
っ
ち
ゃ
ん
選
書
　

創
刊 

本
学
は
「
理
学
の
普
及
」
を

建
学
の
理
念
と
し
て
明
治
十
四

年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
百
二
十
五
年
が
た
ち
ま
す

が
、
現
代
に
お
い
て
も
、
教

育
・
研
究
を
通
じ
て
科
学
技
術

の
発
展
・
普
及
を
図
る
こ
と
を
、

最
大
の
使
命
と
し
て
い
る
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
使
命
を
果
た
す
上
で
の
ひ
と

つ
の
重
要
な
期

待
を
託
す
も
の

と
し
て
、
こ
の

ほ
ど
「
東
京
理

科
大
学
　
坊
っ

ち
ゃ
ん
選
書
」

（
オ
ー
ム
社
、

各
一
、二
六
〇
円
）

を
創
刊
し
ま
し

た
＝
写
真
。

そ
の
期
待
と

は
、
潜
在
化
し

て
い
る
理
科
好

き
の
少
年
少
女
た
ち
に
、
一
人

で
も
多
く
本
当
の
理
科
好
き
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う

こ
と
に
尽
き
ま
す
。
将
来
を
担

う
中
・
高
生
た
ち
に
、
ま
ず
現

在
動
い
て
い
る
最
先
端
の
科
学

技
術
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
の
で
す
。
そ
う
い
う
若
い

仲
間
を
増
や
す
こ
と
な
し
に
、

本
学
の
使
命
の
達
成
は
あ
り
え

な
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

本
シ
リ
ー
ズ
の
発
刊
は
、
本

学
創
立
百
二
十
五
周
年
を
記
念

す
る
企
画
で
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
着
実
に
出
版
を
重
ね

て
、
こ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
続
け
よ
う
と
い
う
息
の

長
い
企
画
で
も
あ
り
ま
す
。
今
、

第
一
期
四
冊
が
出
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
期
待
し
た
役
割
を
い
く

ら
か
で
も
果
た
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
、
確

か
に
中
・
高
生
向
き
の
語
り
口

で
は
あ
り
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん

中
身
は
、
本
学
の
学
生
諸
君
に

と
っ
て
も
十
分
読
み
応
え
の
あ

る
内
容
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
手

に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（「
東
京
理
科
大
学
・
坊
っ
ち
ゃ

ん
選
書
」
企
画
委
員
会
・

直
井
　
英
雄
）

坊
っ
ち
ゃ
ん
に
扮
し
た
芳
沢
教
授
の
講
義
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「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２

０
０
６
」
が
神
楽
坂
、
野
田
、

久
喜
の
三
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
た
。
各
来
場
者
数
は
神
楽

坂
キ
ャ
ン
パ
ス
（
神
楽
坂
校

舎
・
九
段
校
舎
）
が
八
月
八
日

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
２
０
０
６
―
大
学
見
本

市
」
が
九
月
十
三
日
か
ら
十
五

日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

開
催
さ
れ
た
。

本
学
は
「
次
世
代
パ
ワ
ー
素

子
の
超
高
熱
流
束
冷
却
シ
ス
テ

ム
の
基
礎
研
究
開
発
」
の
成
果

を
中
心
に
報
告
を
行
い
、
本
学

理
工
学
部
機
械
工
学
科
の
鈴
木

康
一
教
授
、
九
州
大
学
大
学
院

の
大
田
治
彦
教
授
が
中
心
と
な

り
、
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術

総
合
研
究
所
お
よ
び
㈱
東
芝
と

共
同
開
発
を
行
っ
た
「
気
泡
微

細
化
沸
騰
冷
却
装
置
」
を
出
展

し
た
。

当
日
は
多
く
の
来
場
者
が
会

場
を
賑
わ
し
、
本
学
の
出
展
ブ

ー
ス
に
も
約
三
百
二
十
人
の
見

九
月
二
十
日
に
本
学
野
田
校

舎
講
義
棟
で
、
科
学
技
術
交
流

セ
ン
タ
ー
が
後
援
と
な
り
、
千

葉
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催

の
「
千
葉
県
先
端
情
報
技
術
活

用
研
究
会
平
成
十
八
年
度
第
一

回
組
込
シ
ス
テ
ム
分
科
会
・
産

学
官
連
携
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
が

大
学
生
の
時
期
は
一
般
的
に

こ
こ
ろ
の
病
に
か
か
り
や
す
い

年
代
に
あ
た
り
ま
す
。
二
十
歳

前
後
を
ピ
ー
ク
に
二
十
代
は
、

以
後
の
中
高
年
に
比
し
て
も
一

学
者
が
足
を
運
び
、
本
学
の
研

究
成
果
、
Ｔ
Ｌ
Ｏ
活
動
に
大
き

な
関
心
を
示
し
て
い
た
。

開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
約
七
十
人
の
参
加
者

を
集
め
、
工
学
部
第
一
部
経
営

工
学
科
の
大
成
幹
彦
元
教
授
が

「
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
中
小
企
業
支

援
の
た
め
の
方
策
と
シ
ス
テ
ム

ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
」、
理
工
学
部

土
木
工
学
科
の
小
島
尚
人
助
教

番
い
ろ
い
ろ
な
精
神
疾
患
に
か

か
り
や
す
い
年
代
と
い
え
ま

す
。
生
物
学
的
に
も
病
気
を
起

こ
し
や
す
い
点
も
あ
り
、
生
活

環
境
が
数
年
で
激
変
し
て
い
く

時
期
で
、
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り

や
す
い
点
も
加

わ
り
ま
す
。

昔
の
よ
う
に

（
火
）
四
千
三
百
二
十
人
、
九

月
二
日（
土
）
七
百
九
十
二
人
、

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
が
八
月
七
日

（
月
）
二
千
三
百
六
十
八
人
、

九
月
三
日（
日
）
六
百
五
十
三

人
、
そ
し
て
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
七
月
十
四
日（
土
）
百
二

十
七
人
と
な
り
、
昨
年
を
上
回

る
約
八
千
人
の
方
々
が
本
学
を

訪
れ
た
。

今
年
か
ら
、
神
楽
坂
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
神
楽
坂
校
舎
（
昨
年

九
月
に
竣
工
し
た
五
号
館
で
も

化
学
系
学
科
を
紹
介
）
と
九
段

校
舎
の
同
時
開
催
と
な
り
、
九

月
開
催
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
初
め
て
入
試
問
題
解
説

が
実
施
さ
れ
た
。
野
田
キ
ャ
ン

下
宿
屋
や
寮
生
活
で
何
人
も
の

先
輩
や
同
級
生
と
一
緒
に
学
生

生
活
が
始
ま
る
と
、
自
然
に
友

人
が
出
来
て
ス
ム
ー
ズ
に
親
元

か
ら
の
独
立
を
果
た
す
こ
と
が

授
が
「
建
設
分
野
に
お
け
る
情

報
技
術
活
用
事
例
か
ら
見
た
新

技
術
・
異
分
野
へ
の
発
展
的
展

開
の
可
能
性
」、
基
礎
工
学
部

パ
ス
で
は
来
場
者
が
学
科
の
特

色
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
学
科

別
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
新
設

し
、
見
学
・
説
明
等
の
会
場
も

講
義
棟
に
集
約
せ
ず
各
学
科
建

物
（
フ
ロ
ア
ー
）
で
実
施
さ
れ

た
。
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
経

営
学
部
卒
業
生
で
東
証
２
部
上

場
企
業
「
㈱
ラ
ッ
ク
ラ
ン
ド
」

の
最
年
少
社
長
で
あ
る
望
月
圭

一
郎
氏
の
講
演
を
催
す
な
ど
、

各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
企
画
さ
れ
多
く
の
受
験

生
ら
で
賑
わ
っ
た
。

で
き
た
よ
う
で
す
。
最
近
は
ア

パ
ー
ト
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ

ョ
ン
で
の
一
人
暮
ら
し
が
当
た

り
前
に
な
り
、
学
生
生
活
初
期

の
友
人
作
り
に
苦
労
す
る
人
が

見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
理
科

大
の
学
生
気
質
と
し
て
独
歩
を

好
む
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
傾
向

も
あ
っ
て
、
べ
た
べ
た
し
た
友

人
関
係
を
作
り
に
く
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

電
子
応
用
工
学
科
の
原
田
哲
也

助
教
授
が
「
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

い
ろ
い
ろ
な
精
神
的
ス
ト
レ

ス
が
次
々
と
掛
か
っ
て
く
る
学

生
時
代
の
数
年
間
に
は
、
な
ん

で
も
日
常
的
に
話
せ
る
友
人
の

存
在
が
精
神
的
破
綻
を
き
た
さ

な
い
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

友
人
作
り
の

初
め
は
、
い
つ

も
一
緒
に
い
る

環
境
が
必
要
で
す
。
語
学
ク
ラ

ス
で
い
つ
も
隣
の
席
に
い
る
存

在
や
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
放
課
後

も
一
緒
に
行
動
し
て
い
る
と
い

う
環
境
が
一
番
作
り
や
す
い
で

リ
テ
ィ
の
教
育
・
訓
練
、
医

療
・
福
祉
へ
の
応
用
」
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
三
班
に

分
か
れ
電
子
応
用
工
学
科
の
三

研
究
室
及
び
電
気
電
子
情
報
工

学
科
の
一
研
究
室
を
訪
問
し
、

本
学
の
研
究
内
容
・
成
果
に
直

に
触
れ
る
と
同
時
に
各
教
員
の

説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
り
、
本

学
か
ら
の
技
術
移
転
に
大
き
な

関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

研
究
室
訪
問
終
了
後
は
第
三

食
堂
で
交
流
会
が
行
わ
れ
、
参

加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
る
と

同
時
に
、
産
学
官
連
携
に
つ
い

て
も
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ

れ
、
今
後
の
科
学
技
術
交
流
セ

ン
タ
ー
の
活
動
に
お
い
て
貴
重

な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
ょ
う
。
当
り
前
の
よ
う
で
す

が
、
そ
の
よ
う
な
場
面
で
う
ま

く
い
く
か
で
生
涯
つ
き
あ
う
友

人
が
決
ま
り
ま
す
。
家
族
と
は

一
緒
に
住
ん
で
い
て
も
学
校
で

は
誰
と
も
話
す
機
会
が
な
い
と

い
う
生
活
を
し
て
い
る
学
生
が
、

不
登
校
に
な
っ
て
い
く
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
友
人
な
ど
自
然

に
で
き
る
も
の
と
考
え
ず
、
家

族
側
か
ら
も
気
を
付
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
野
田

（
分
室
・
校
医
　
加
田
博
秀
）

本
学
は
昨
年
三
月
、
西
北
工

業
大
学（
中
華
人
民
共
和
国
陜
西

省
西
安
市
）と
学
術
交
流
協
定
を

締
結
し
た
が
、
こ
れ
を
記
念
し

て
九
月
十
二（
火
）、
十
三（
水
）

の
両
日
、
西
北
工
業
大
学
で
共

同
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

同
大
学
は
、
中
国
史
上
最
も

著
名
な
古
都
・
長
安
を
旧
称
に

も
つ
西
安
市
に
一
九
三
八
年
創

設
さ
れ
た
工
科
系
大
学
で
あ

り
、
二
万
三
千
人
の
学
生
と
千

六
百
人
の
教
員
を
擁
す
る
中
国

第
二
十
九
位
（
二
〇
〇
四
年
）

の
有
名
大
学
で
あ
る
。
本
共
同

セ
ミ
ナ
ー
は
、
両
大
学
学
長
の

も
と
両
大
学
の
国
際
交
流
委
員

会
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。

組
織
委
員
会
に
は
本
学
か
ら

W
endy

A
.
Spinks

（
工

学
部
教
授：

本
学
組
織
委
員

長
）、
小
中
原
猛
雄
（
理
工
学

部
教
授：

国
際
交
流
委
員
会
委

員
長
）、
菊
池
正
紀
（
理
工
学

部
教
授：

組
織
委
員
会
事
務
局

長
）、
事
務
局
員
二
人
が
、
西

北
工
業
大
学
か
ら
はW

ang
W
ei

教
授
（
副
学
長：

西
北

工
業
大
学
組
織
委
員
長
）
、

T
ang
H
ong

教
授
（
国
際

交
流
委
員
会
委
員
長：

組
織
委

員
会
事
務
局
長
）
は
じ
め
計
十

一
人
の
教
員
と
三
人
の
事
務
局

員
が
委
員
と
し
て
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
主
に
同
大
学
国

際
会
議
場
で
行
わ
れ
、
初
日
午

前
九
時
か
ら
開
催
さ
れ
た O

pening
C
erem

ony

の

後
、
記
念
撮
影
。
引
き
続
き
、

下
記
の
六
専
門
領
域
で
合
計
六

十
八
件
の
口
頭
発
表
が
あ
り
、

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

た
。
本
学
か
ら
は
十
七
人
の
教

員
が
参
加
。
こ
れ
ら
の
論
文

は

”Proceeding
of
the

N
P
U
-T
U
S
B
ilateral

Sem
inar

“
と
し
て
二
分
冊

に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
発
表
者
以
外

に
日
中
両
方
か
ら
六
百
人
（
西

北
工
業
大
学
発
表
）
の
教
員
、

研
究
員
、
学
生
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
運
営

に
は
上
記
組
織
委
員
会
委
員
と

発
表
者
以
外
に
約
三
十
人
の
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
投
入
さ

れ
、
二
日
間
の
日
程
を
無
事
終

了
し
た
。
第
一
回
共
同
セ
ミ
ナ

ー
を
終
え
、
両
大
学
の
学
術
交

流
は
大
成
功
で
あ
っ
た
と
実
感

し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
の
交
流

の
発
展
を
祈
っ
て
止
ま
な
い
。

な
お
、
本
共
同
セ
ミ
ナ
ー
開

催
専
門
領
域
と
発
表
論
文
数
は

別
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。

(

国
際
交
流
委
員
会
委
員

長
・
小
中
原
猛
雄
）
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次世代パワー素子の研究報告
気泡微細化沸騰冷却装置出展
イノベーション・ジャパン

，
06－大学見本市

⑨ 

産
・
学
・
官
　

連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば 

産
・
学
・
官
　

連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば 

千
葉
県
先
端
情
報
技
術
活
用
研
の

産
学
官
連
携
推
進
セ
ミ
ナ
ー
開
く

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
講
演
や
研
究
室
公
開

’’06’06
オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン
　
　
　

　
　
　

活
況
8008000
人

キ
ャ
ン

パ
　
ス
パ
　
ス

オ
ー
プ
ン
　
　
　

活
況
8000
人

キ
ャ
ン

パ
　
ス

神
楽
坂
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ポ
リ
マ
ー
体
験

３

生
涯
続
く
友
を
持
ち
た
い

初
オ
ー
プ
ン
の
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
体
験

東京理科大学創立125周年記念・
総合研究機構設立記念フォーラム

ー科学技術研究開発と人材育成（私学の役割）ー
◇開催概要
　日程：平成18年11月27日（月）
　会場：六本木アカデミーヒルズ
　　　　東京都港区六本木６-10-1　六本木ヒルズ森タワー49階
　主催：東京理科大学
　協賛：�日本薬学会、�日本生化学会、�日本化学会、
　　　　�日本分析学会、�電子情報通信学会、�電気学会、
　　　　�日本機械学会、�日本物理学会
　対象：大学、研究機関、企業、学内関係者等の招待者および
　　　　事前申し込みをされた方
　定員：150名
　参加費：講演会無料／交流会無料

◇プログラム（14：00～17：15）
・特別講演『国創りに結実する科学技術創造を目指して』
 柘植　綾夫　総合科学技術会議議員 
・『大学の競争と協調－アウトカム時代へ』
 長島  昭　横浜国立大学理事（元慶應義塾大学常任理事）
・『JAXAにおける研究開発と人材育成』
 立川  敬二　宇宙航空研究開発機構理事長、東京理科大学特別顧問 
・『基礎研究・人材養成からイノベーションの創出に向けて』
 小田  公彦　文部科学省　科学技術・学術政策局長 
・『私立大学における研究の活性化について』
 竹内  伸　東京理科大学学長 

◇交流会（17：30～19：00）
◇申し込み・問い合わせ先
　フォーラム事務局：東京理科大学研究事務課

kj_forum@admin.tus.ac.jp

　　　＊詳細は、https://www.tus.ac.jp/kjf/index.html

古
都
・
西
安
で
共
同
セ
ミ
ナ
ー

古
都
・
西
安
で
共
同
セ
ミ
ナ
ー

西
北
工
大
と
の
交
流
協
定
記
念

野田キャンパスの研究室を見学するセミナー参加者

西安の西北工大で開催された共同セミナー

＜共同セミナー発表論文　専門領域と件数＞ 
  本学 西北 計    工大 

�：Biological Sciences 4 12 16 
�：Liberal Arts 2 11 13 
�：Management 1  3  4 
�：Material Science and Engineering 2  9 11 
�：Mechanical Engineering 2  5  7 
�：Natural and Applied Sciences 5 12 17 

 計 16 52 68
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売
り
手
市
場
と
な
っ
た
来
春

卒
業
予
定
者
の
就
職
活
動
も
終

息
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

十
月
十
日
現
在
の
内
定
率
は
八

六
・
七
％
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
同
期
比
で
五
・
四
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
て
い
る
。

特
に
工
学
系
の
電
子
シ
ス
テ

ム
工
学
科
、
機
械
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
工
学
科
の
内
定
率
は
高

く
前
年
よ
り
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
。
好
景
気
の
影
響
を
受
け

技
術
者
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ

と
、
ま
た
団
塊
の
世
代
の
大
量

退
職
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
企
業

本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、

七
月
二
十
九
日（
土
）、
七
月
三

十
日
（
日
）
の
二
日
間
、
小
学

校
五
・
六
年
生
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
公
開
講
座
「
サ

イ
エ
ン
ス
夢
合
宿
」
を
開
催
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
期

間
中
、
大
学
内
に
あ
る
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
に
親
子
で
宿
泊
し
、

大
学
の
教
員
や
大
学
生
と
楽
し

み
な
が
ら
サ
イ
エ
ン
ス
の
体
験

ネ
ル
ギ
ー
保
存
概
念
を
説
明
す

る
方
法
な
ど
を
体
得
し
た
。
参

加
者
は
こ
の
二
日
間
の
セ
ミ
ナ

ー
を
通
じ
て
、
現
場
の
授
業
で

も
役
立
つ
実
践
的
な
能
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
あ
る
。

本
年
度
の
竜
王
祭
を
十
一
月

十
日
（
金
）
〜
十
一
月
十
二
日
（
日
）
ま
で
の
三
日
間
開
催
し

ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
秋
桜

（
コ
ス
モ
ス
）」
で
す
。
秋
の
季

節
に
鮮
や
か
に
咲
く
花
と
と
も

に
、
年
に
一
度
の
こ
の
竜
王
祭

が
皆
さ
ん
に
感
動
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
実
行

委
員
一
同
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

企
画
内
容
は
、
学
校
法
人
東

京
理
科
大
学
創
立
百
二
十
五
周

年
を
記
念
し
た
も
ち
ま
き
大
会
、

一
般
参
加
の
軽
音
ラ
イ
ブ
、
ビ

ン
ゴ
大
会
な
ど
、
本
学
学
生
だ

け
で
な
く
、
誰
も
が
参
加
で
き

る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
も

の
で
、
模
擬
店
も
多
数
出
店
し

ま
す
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
十
分
に
楽
し
め
る
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
方

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催

ま
た
、
十
一
月
十
二
日（
日
）

に
は
、
県
内
外
か
ら
環
境
教
育

の
専
門
家
が
集
い
、
共
同
討
議

す
る
「
エ
コ
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
も
開
催
し
ま
す
。
本
年

度
は
、
本
学
近
郊
に
あ
る
自
然

豊
か
な
”竜
王
山
“
と
地
域
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
事
例
発
表
を

行
い
、
今
後
の
環
境
教
育
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
ま

す
。
環
境
問
題
に
関
心
の
あ
る

方
は
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
も

ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

は
新
卒
の
採
用
枠
を
増
や
し
た

こ
と
が
好
調
な
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
経
営
情
報
学
科

の
内
定
率
は
前
年
並
み
と
な
っ

て
い
る
が
、
前
年
採
用
が
厳
し

か
っ
た
金
融
・
保
険
業
に
内
定

が
決
ま
っ
て
い
る
。
業
種
別
で

は
製
造
業
が
内
定
者
の
約
半
数

を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
情
報

通
信
業
と
な
っ
て
い
る
。

就
職
希
望
者
の
多
く
は
、
今

春
卒
業
し
た
第
一
期
生
同
様
に

長
野
県
内
の
企
業
を
希
望
し
て

お
り
県
内
企
業
の
内
定
率
は
六

五
・
〇
％
。
今
後
も
地
元
企
業

へ
の
採
用
増
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
大
学
と
な
る
た
め
に
企
業
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
第
一
期
生
の
就
職
率

は
今
夏
発
売
さ
れ
た
「
読
売
ウ

イ
ー
ク
リ
ー
」
に
高
く
評
価
さ

れ
就
職
率
全
国
二
十
三
位
の
実

績
を
収
め
た
。
本
学
に
と
っ
て

は
初
め
て
の
外
部
か
ら
の
評
価

と
な
り
、
大
学
の
認
知
度
ア
ッ

プ
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

在
学
生
諸
君
は
第
一
期
卒
業
生

の
功
績
を
継
承
す
べ
く
、
今
後

の
活
躍
と
貢
献
に
期
待
し
た
い
。

二
期
生
就
職
活
動

好
調

二
期
生
就
職
活
動

好
調

一
期
生
の
高
い
評
価
も
追
い
風

親子親子80人　楽しい体験楽しい体験親子80人　楽しい体験
第５回　サイエンス夢合宿

学
習
を
し
て
も
ら
い
科
学
の
芽

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
講

座
で
、
今
年
で
五
回
目
の
開

催
。
今
年
は
抽
選
に
よ
り
選
ば

れ
た
四
十
組
八
十
人
が
参
加
。

子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

講
座
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
楽
し

い
体
験
学
習
に
目
を
輝
か
せ
て

い
た
。

第
一
日
目
の
体
験
コ
ー
ス
で

は
、
三
班
に
分
か
れ
、
お
湯
の

中
に
結
晶
と
な
る
原
料
を
入
れ
、

そ
の
後
結
晶
の
成
長
の
様
子
を

観
察
す
る
実
験
や
、
液
体
窒
素

を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
物
質
を

低
温
に
冷
や
し
て
生
じ
る
現
象

を
体
験
す
る
実
験
、
ま
た
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
私
た

ち
の
生
活
を
便
利
に
し
て
い
る

「
ヒ
ミ
ツ
」
に
つ
い
て
考
え
る

講
座
を
行
っ
た
。

第
二
日
目
の
も
の
づ
く
り
コ

ー
ス
で
は
、
六
班
に
分
か
れ
、

リ
モ
コ
ン
操
作
で
き
る
ロ
ボ
ッ

ト
を
組
み
立
て
て
対
戦
さ
せ
た

り
、
電
子
回
路
を
使
っ
て
ラ
ジ

オ
を
製
作
し
た
り
、
人
間
が
入

れ
る
く
ら
い
の
大
き
さ
の
シ
ャ

ボ
ン
玉
作
り
等
を
行
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
つ
く
っ

た
も
の
を
う
れ
し
そ
う
に
眺
め

て
い
た
。

学
で
の
様
子
に
つ
い
て
の
話
等

を
聞
い
た
。

懇
談
会
は
、
父
母
ら
の
大
学

へ
の
一
層
の
理
解
と
、
本
学
の

学
生
教
育
の
参
考
に
す
る
目
的

で
昨
年
に
続
い
て
開
催
。
八
日

は
三
年
生
以
上
、
九
日
は
一
、

二
年
生
を
対
象
に
実
施
し
た
。

学
部
別
に
本
学
の
現
況
や
教

務
、
就
職
状
況
等
の
説
明
、
個

別
に
相
談
会
も
行
っ
た
。
父
母

ら
は
自
然
に
囲
ま
れ
た
キ
ャ
ン

パ
ス
の
様
子
を
体
感
し
、
学
生

の
本
学
で
の
様
子
や
今
後
の
進

路
等
に
つ
い
て
耳
を
傾
け
た
。

懇
談
会
に
先
立
ち
本
学
の
篠

原
菊
紀
教
授
の
講
演
会
「
ボ
ケ

な
い
脳
を
作
る
」
も
あ
っ
た
。

本
年
度
父
母
懇
談
会
を
十
月

八
日
か
ら
二
日
間
の
日
程
で
、

本
学
を
会
場
に
開
催
し
た
。
懇

談
会
に
は
両
日
併
せ
て
昨
年
参

加
人
数
を
上
回
る
約
五
百
七
十

人
の
父
母
等
が
参
加
、
学
部
別

懇
談
会
や
個
別
懇
談
会
で
各
学

科
の
特
徴
や
理
念
、
学
生
の
本

本
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
七
月
三
十
日
、
八
月

二
十
六
日
、
九
月
十
六
日
の
三

日
間
に
わ
た
り
開
催
。
参
加
者

総
数
は
六
百
五
十
四
人
で
、
前

年
対
比
一
七
五
％
、
平
成
十
四

年
の
開
学
以
来
過
去
最
高
の
参

加
者
数
と
な
っ
た
。

今
年
度
は
、
模
擬
実
験
や
模

擬
講
義
の
ほ
か
「
も
の
づ
く

り
・
会
社
づ
く
り
体
験
講
座
」

を
新
た
に
企
画
。
電
子
サ
イ
コ

ロ
を
作
っ
た
り
、
三
次
元
機
械

加
工
を
体
験
し
た
り
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
経
営
を

体
験
し
た
。

ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
と

し
て
、
本
学
共
通
教
育
セ
ン
タ

ー
篠
原
先
生
に
よ
る
「
脳
の
く

せ
チ
ェ
ッ
ク
」「
脳
活
動
計
測

実
験
」
を
実
施
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
在
学
生
に
よ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
自
身
の

受
験
体
験
談
や
進
路
決
定
の
き

っ
か
け
、
大
学
生
活
に
つ
い
て

な
ど
を
テ
ー
マ
に
展
開
し
た
。

父母懇談会参加　昨年上回る

大学の理念等について父母に説明する片岡学長

開
学
以
来
参
加
者
最
高 

オ
ー
プ
ン 

キ
ャ
ン
パ
ス 

ジャンボシャボン玉の中に入った！　

今
夏
も
２
高
校
対
象

に
実
施

Ｓ
Ｐ
Ｐ
・
高
大
連
携
体
験
学
習

32
時
間
、生
徒
た
ち
の
輝
く
目

サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
学
で
は
、
高
大
連
携
事
業

の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る

単
位
認
定
を
伴
う
、
二
泊
三
日

の
先
端
技
術
体
験
学
習
が
四
年

連
続
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｐ
事
業
（
本
年

度
か
ら
科
学
技
術
振
興
機
構
の

サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
変

更
）
に
採
択
さ
れ
て
い
る
が
、

本
年
度
は
八
月
三
日
〜
五
日

（
福
岡
県
立
城
南
高
等
学
校
）

と
八
月
七
日
〜
九
日
（
山
口
県

立
山
口
高
等
学
校
）
に
実
施
し

た
。

科
学
講
義
、
実
験
実
習
、
文

献
調
査
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
、
大

学
周
辺
の
工
場
見
学
等
、
学
修

時
間
は
合
計
三
十
二
時
間
に
及

び
、
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

あ
っ
た
が
、
生
徒
た
ち
は
、
普

段
の
授
業
で
は
体
験
で
き
な
い

大
学
で
の
学
習
に
目
を
輝
か
せ
、

非
常
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
科

学
に
対
す
る
興
味
を
十
分
に
味

わ
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ

る
。な

お
、
山
口
高
等
学
校
で
は
、

高
校
生
の
化
学
の
実
力
を
競
う

「
全
国
高
校
化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
」

で
上
位
入
賞
を
果
た
す
生
徒
も

出
て
き
て
お
り
、
本
学
と
の
体

験
学
習
の
成
果
が
着
実
に
顕
れ

始
め
て
い
る
。

中
高
理
科 

教
員
対
象 

リ
カ
レ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
も 

本
学
で
は
、
毎
年
、
中
学
・

高
校
の
理
科
教
員
を
対
象
と
し

た
リ
カ
レ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
お
り
、
本
年
度
は
「
楽

し
い
理
科
実
験
で
生
徒
た
ち
の

科
学
の
芽
を
養
う
」
を
テ
ー
マ

に
八
月
二
日（
水
）、
三
日（
木
）

の
二
日
間
の
日
程
で
開
催
し
た
。

参
加
者
は
山
口
県
内
の
教
員

だ
け
で
な
く
、
県
外
か
ら
も
集

ま
り
、
講
師
は
、
東
京
理
科
大

学
非
常
勤
講
師
の
五
十
嵐
靖
男

先
生
と
本
学
電
子
・
情
報
工
学

科
の
加
納
誠
教
授
が
務
め
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
複
数
の
理

科
実
験
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、

物
理
学
や
環
境
科
学
の
講
義
の

ほ
か
、
参
加
者
と
講
師
を
交
え

た
情
報
交
換
会
も
実
施
し
た
。

メ
イ
ン
の
理
科
実
験
で
は
、
実

際
に
参
加
者
全
員
が
、
簡
易
光

源
を
製
作
し
、
光
の
反
射
・
屈

折
を
生
徒
た
ち
に
分
か
り
や
す

く
教
え
る
方
法
を
学
習
し
た
り
、

身
近
な
素
材
で
簡
単
な
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
っ
て
、
エ

◆会場・日時
　�岡山会場：サン・ピーチ岡山　10月28日（土）11：00～
　　　　　　　（岡山市駅前町２丁目３－31）
　�福岡会場：博多パークホテル　10月29日（日）11：00～
　　　　　　　（福岡市博多区博多駅前4－11－18）
　�山口会場：山口東京理科大学　11月11日（土）11：00～
◆スケジュール
　�10：00～11：00　受付
　�11：00～11：10　開会挨拶、大学現状報告
　�11：10～11：20　理事会報告
　�11：20～11：40　進路状況報告
　�11：40～12：00　学修について
　�12：00～12：15　質疑・応答
　�12：15～13：00　休憩・父母との懇談会
　�13：00～14：30　個別相談（希望者のみ）
　＊山口会場では学園祭（竜王祭）を見学することができます
◆問い合わせ先：山口東京理科大学　学務課

TEL：0836・88・3500

父母懇談会を開催します

理
科
実
験
を
す
る
セ
ミ
ナ
ー
参
加
の
先
生
た
ち

竜
王
祭
！

　

今
年
も
感
動
を

＊
テ
ー
マ
は
「
秋
桜
」　
楽
し
い
催
し
に

コ
ス
モ
ス

第12回　竜王祭　日程
11月10日（金）15：00～20：00

11月11日（土）10：00～20：00

11月12日（日）10：00～20：00
＊エコマテリアルフォーラム
　は13：30～16：50まで5201
　教室で開催（入場無料）

諏
訪
東
京
理
科
大
学 

諏
訪
東
京
理
科
大
学 

NewsNews
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母
校
の
創
立
百
二
十
五
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
卒

業
生
の
大
学
祭
で
あ
る
「
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
窓
会
組
織
で
あ
る

理
窓
会
と
東
京
理
科
大
学
と
の

共
催
で
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。
理

窓
会
に
お
い
て
は
、
二
年
前
に

実
行
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
委

員
と
な
っ
た
同
窓
諸
氏
は
本
務

の
傍
ら
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
成

功
さ
せ
る
た
め
東
奔
西
走
の
毎

細
は
右
欄
本
稿
に
譲
り
ま
す

が
、
今
回
は
東
京
理
科
大
学
に

お
け
る
教
育
研
究
の
成
果
を
社

会
に
還
元
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
多

く
、
中
で
も
火
災
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
の
「
大
規
模
火
災
実
験
」

に
「
理
窓
会
関
連
組
織
」
を
紹

介
し
た
ほ
か
「
理
科
大
百
二
十

五
年
史
展
」「
理
科
大
Ｔ
Ｌ

Ｏ
・
産
学
連
携
展
」
な
ど
も
開

か
れ
ま
し
た
。
更
に
、
同
窓
生

の
子
供
や
教
え
子
た
ち
の
た
め

日
で
し
た
。
尽
力
さ
れ
た
関
係

の
皆
様
に
は
、
深
甚
な
る
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
詳

や
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
会
場
と

す
る
「
親
子
科
学
実
験
教
室
」

は
参
加
者
か
ら
大
き
な
関
心
を

呼
び
ま
し
た
。
ま
た
「
理
科
大

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
強
化
す
る

た
め
に
「
東
京
理
科
大
学
は
終

生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
テ
ー
マ

の
「
進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
も

人
気
を
集
め
ま
し
た
。

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」

は
、
同
窓
生
、
在
学
生
、
教
職

員
な
ど
全
て
の
大
学
関
係
者
に

と
っ
て
「
新
た
な
絆
」
を
確
か

な
も
の
と
し
て
実
感
で
き
た
一

日
で
し
た
。
来
年
も
、
沢
山
の

同
窓
生
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
理
窓
会
：
本
学
卒
業
生
が
自

動
的
に
加
入
す
る
同
窓
会
。

＊
理
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
：

http://risoukai.rikadai.
jp/index.htm

l

開
会
式
典
で
は
初
め
に
、
塚

本
桓
世
・
学
校
法
人
東
京
理
科

大
学
理
事
長
（
兼
）
理
窓
会
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
「
創
立
百
二

十
五
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

に
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
な
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
で
き

る
こ
と
は
慶
び
に
堪
え
な
い
。

全
て
の
卒
業
生
会
員
の
交
流
と

母
校
支
援
を
目
指
す
『
理
窓
会

ル
ネ
サ
ン
ス
・
再
生
五
カ
年
計

画
』
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
続

い
て
、
竹
内
伸
・
東
京
理
科
大

学
長
が
「
東
京
理
科
大
学
が
今

日
在
る
の
は
、
十
五
万
人
の
卒

業
生
の
力
添
え
が
あ
っ
た
か

ら
。
こ
の
絆
を
大
切
に
し
て
、

大
学
の
充
実
発
展
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

地
元
自
治
体
関
係
者
の
祝
辞
、

森
野
義
男
・
東
京
理
科
大
学
維

持
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

吹
奏
楽
部
の
学
生
に
よ
る
校
歌

演
奏
に
続
き
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

が
高
ら
か
に
鳴
り
響
く
と
、
山

田
義
幸
・
理
窓
会
幹
事
長
代
理

が
力
強
く
開
会
を
宣
言
し
た
。

記
念
講
演
会
で
は
、
㈱
堀
場

製
作
所
最
高
顧
問
・
堀
場
雅
夫

氏
と（
財
）
神
奈
川
科
学
技
術
ア
カ

東
京
理
科
大
学
は
八
月
二
十

九
日
、
東
京
都
新
宿
区
（
区
長

：
中
山
弘
子
氏
）
と
の
間
で
、

今
後
起
こ
り
得
る
災
害
に
備
え
、

神
楽
坂
地
域
に
お
け
る
災
害
時

要
援
護
者
に
対
す
る
災
害
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
区

民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
相
互

に
援
助
及
び
協
力
を
行
う
こ
と

に
合
意
し
「
新
宿
区
と
東
京
理

デ
ミ
ー
理
事
長
・
藤
嶋
昭
氏
の

講
演
会
が
行
わ
れ
、
お
二
人
の

興
味
深
く
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
お

話
に
、
聴
衆
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
沸
い
た
。
一
方
、
コ
ン
サ

科
大
学
と
の
災
害
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る
協
定

書
」
を
締
結
し
た
。

本
学
の
総
合
研
究
機
構
（
機

構
長
：
二
瓶
好
正
教
授
）
の

「
神
楽
坂
　
人
・
未
来
研
究
部

門
」（
部
門
長
：
半
谷
精
一
郎

教
授
）
で
は
、
地
震
や
火
災
な

ど
の
災
害
に
脆
弱
な
神
楽
坂
の

街
と
そ
こ
に
住
ま
う
人
々
の
安

全
確
保
に
役
立

て
る
た
め
、
災

害
情
報
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る

こ
と
を
計
画
し

て
き
た
。
こ
れ

を
新
宿
区
に
提

案
し
て
協
議
を

重
ね
た
結
果
、

都
内
で
も
地
域

危
険
度
が
高
い

と
さ
れ
る
神
楽

本
年
新
築
さ
れ
た
ば
か
り
の

「
カ
ナ
ル
会
館
」
で
は
、
卒
業

後
五
十
年
を
越
え
る
同
窓
生
を

迎
え
て
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が
開
か

れ
、
出
席
者
を
代
表
し
て
、
昭

坂
地
域
の
危
険
度
数
を
少
し
で

も
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
と

す
る
新
宿
区
と
「
神
楽
坂
地
域

住
民
の
安
全
確
保
に
高
い
効
果

が
あ
る
」
と
の
考
え
で
一
致
し
、

本
協
定
書
の
締
結
に
至
っ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が

稼
動
す
れ
ば
、
次
の
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

①
　
高
齢
者
を
含
む
災
害
時

要
援
護
者
の
動
態
調
査
を
行
い
、

災
害
発
生
時
に
は
こ
の
方
々
を

安
全
な
場
所
に
誘
導
す
る
。

＊
お
詫
び

本
紙
の
創
立

百
二
十
五
周
年
記
念
号
（
第
１

６
１
号
）
13
面
「
人
気
呼
ぶ
脳

ト
レ
ツ
ア
ー
／
諏
訪
東
京
理
科

大
学
」
の
本
文
中
「
篠
原
菊
紀

和
三
十
一
年
理
学
部
化
学
科
卒

の
押
尾
鈴
太
郎
さ
ん
は
「
百
二

十
五
年
の
伝
統
を
守
り
続
け
た

本
学
関
係
者
の
努
力
に
敬
意
を

表
し
た
い
。
今
後
、
創
立
百
五

十
周
年
、
二
百
周
年
に
向
か
っ

て
、
母
校
が
益
々
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

こ
の
日
の
午
後
、
イ
ベ
ン
ト

が
最
高
潮
に
達
す
る
と
、
本
学

Ｏ
Ｂ
で
落
語
界
の
ホ
ー
プ
、
桂

歌
助
師
匠
の
総
合
司
会
に
よ
り

「
大
抽
選
会
」
が
行
わ
れ
、

「
Ｔ
Ｕ
Ｓ
大
賞
」
の
乗
用
車

N
ISSA

N
T
E
A
N
A

は
、

昭
和
三
十
六
年
理
学
部
化
学
科

卒
の
小
林
節
さ
ん
に
贈
ら
れ
る

こ
と
が
決
定
、
塚
本
理
事
長
か

ら
大
き
な
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
た
。

＊
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

２
０
０
６
」
等
に
つ
い
て
は
、

理
窓
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://risoukai.rikadai.
jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
　
神
楽
坂
地
域
に
関
す
る

様
々
な
情
報
サ
ー
バ
ー
を
、
本

学
の
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ

び
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
し

て
、
有
用
な
情
報
を
継
続
的
に

提
供
す
る
。

③
　
災
害
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
に
係
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
。

④
　
災
害
発
生
時
の
帰
宅
困

難
者
に
対
し
情
報
提
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
構

築
は
、
本
学
総
合
研
究
機
構

「
神
楽
坂
　
人
・
未
来
研
究
部

門
」
の
山
本
栄
教
授
（
工
学
部

第
一
部
・
経
営
工
学
科
）
を
中

心
と
す
る
チ
ー
ム
が
行
う
。

助
教
授
（
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
）

の
研
究
室
」
と
あ
る
の
は
「
篠

原
菊
紀
教
授
（
共
通
教
育
セ
ン

タ
ー
）」
の
誤
り
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

人
生
は
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。
高

校
生
で
二
段
を
と
っ
た
柔
道
が
、
中
山

さ
ん
を
野
口
英
世
に
出
会
わ
せ
た
。
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
に
行
っ
た
三
十
六
年
前
、

頭
の
中
に
「
偉
人
・
野
口
」
の
姿
は
ひ

と
か
け
ら
も
な
か
っ
た
。
な
の
に
今
、

黄
熱
病
研
究
の
末
に
死
ん
だ
西
ア
フ
リ

カ
で
の
野
口
を
、
最
も
綿
密
に
知
り
得

る
研
究
家
と
な
り
、
伝
記
を
出
版
し
た
。

東
京
理
科
大
時
代
、
中
山
さ
ん
は

「
力
」
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
。

私
立
芝
高
で
柔
道
を
し
て
い
た
頃
、

愛
宕
山
の
八
十
六
段
の
石
段
を
、
逆
立

ち
し
て
降
り
て
、
力
と
度
胸
を
つ
け

た
。
理
科
大
で
は
重
量
挙
げ
同
好
会
を

作
り
、
自
分
は
明
治
大
学
の
地
下
道
場

に
入
り
び
た
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金

メ
ダ
リ
ス
ト
の
三
宅
義
信
選
手
に
教
え

を
乞
う
な
ど
し
た
。
道
場
に
は
多
彩
な

人
の
出
入
り
が
あ
り
、
ア
ン
ト
ニ
オ
猪

木
、
植
村
直
己
氏
ら
と
も
交
流
し
た
。

中
山
さ
ん
は
全
日
本
大
学
新
人
戦
ラ

た
貴
重
な
話
だ
け
で
は
な
い
。

野
口
が
出
入
り
し
た
研
究
所
近

く
に
二
年
半
も
住
み
、
自
ら
も

マ
ラ
リ
ア
に
か
か
り
死
線
を
さ

ま
よ
っ
た
。
そ
れ
ら
が
野
口
を

描
く
の
に
生
き
る
と
思
っ
た
の
だ
。

労
作
を
昨
夏
上
梓
し
た
中
山
さ

ん
は
今
、
野
口
を
追
及
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
自
分
を
得
た
。
（
Ｋ
）

長
女
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
子
は
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
で
生
ま
れ
た
日
本
人
第
一
号
の

栄
誉
を
得
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
育
児
は

大
変
で
、
粉
ミ
ル
ク
は
日
赤
が
贈
っ
た

も
の
の
横
流
し
品
を
買
う
と
い
っ
た
状

況
だ
っ
た
。

給
料
が
悪
く
、
小
遣
い
稼
ぎ
で
は
じ

め
た
柔
道
で
師
範
代
と
な
り
、
現
地
民

や
欧
米
人
を
教
え
た
。
大
使
館
主
催
の

日
本
デ
ー
で
、
柔
道
の
護
身
術
を
披
露

し
た
。
こ
れ
に
心
を
動
か
さ
れ
て
面
会

を
求
め
て
き
た
チ
ャ
ン
バ
ン
と
い
う
六

十
三
歳
の
黒
人
が
い
た
。
二
十
歳
の

時
、
野
口
の
助
手
を
務
め
、
実
験
に
使

う
数
百
匹
の
猿
の
管
理
を
任
さ
れ
、
野

口
の
身
辺
の
世
話
も
し
た
。
彼
は
息
子

と
一
緒
だ
っ
た
。
息
子
の
名
は
ヒ
デ

ヨ
。
野
口
へ
の
尊
敬
の
念
が
分
か
っ
た
。

何
回
か
会
い
、
野
口
の
昔
を
聞
い
た
。

メ
モ
を
と
り
、
録
音
し
、
写
真
も
と
っ

た
。
だ
が
そ
の
貴
重
な
資
料
は
家
庭
の

金
庫
に
入
れ
て
い
て
、
使
用
人
に
電
気

製
品
も
ろ
と
も
に
盗
ま
れ
た
。

だ
が
中
山
さ
ん
は
め
げ
ず
、
野
口
が

千
円
札
の
顔
と
な
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、

心
に
醸
造
さ
れ
て
い
た
、
野
口
の
西
ア

フ
リ
カ
で
の
苦
闘
を
書
け
る
の
は
自
分

だ
と
意
識
し
た
。
チ
ャ
ン
バ
ン
か
ら
得

中山　達郎さん

★略歴（なかやま・たつろう）1942年
生まれ、67年東京理科大工学部電気工学
科卒。東芝電子音響に入社の後、日商岩
井（現・双日）に至るまで多くの企業を
渡り歩き、エンジニアとしてアフリカ・
アジア諸国に滞在すること計14年に及ぶ。
05年に『野口英世　最後のたたかい』を
文芸社から出版。

イ
ト
級
プ
レ
ス
で
優
勝
、
総
合

で
も
五
位
に
な
っ
た
。
同
好
会

は
こ
の
実
績
で
部
に
昇
格
す
る
。

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
は
、
健
康

サ
ン
ダ
ル
製
造
機
械
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
、
ビ
ア
フ
ラ
戦
争

末
期
の
一
九
七
〇
年
に
、
妊
娠

中
の
奥
さ
ん
と
赴
任
し
た
。
物

不
足
の
劣
悪
な
環
境
の
中
で
、

中山達郎さんの著書

理理

窓窓

会会
だ
よ
り

新
た
な
絆
　

実
感
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

広
い
カ
ナ
ル
会
館
で
、
緑
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
同
期
・
同
学
そ
れ
ぞ
れ
の
親
睦
会
も

ー
ト
や
ラ
イ
ブ

ス
テ
ー
ジ
も
用

意
さ
れ
、
兄
弟

デ
ュ
オ
・
ビ
リ

ー
バ
ン
バ
ン
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
に

世
代
を
越
え
て

聴
き
入
っ
た
ほ

か
、
音
楽
界
で

活
躍
す
る
東
京

理
科
大
学
Ｏ
Ｇ

の
鬼
武
み
ゆ
き
、

祥
子
、
ｔ
ａ
ｋ

ａ
ｍ
ｉ
の
三
人

の
ラ
イ
ブ
が
行

わ
れ
、
そ
の
澄

み
渡
る
歌
声
は

会
場
を
埋
め
尽

く
し
た
観
衆
を

魅
了
し
た
。

（
右
か
ら
）司
会
す
る
桂
歌
助
師
匠
、祥
子
さ
ん
、

ｔ
ａ
ｋ
ａ
ｍ
ｉ
さ
ん
、
鬼
武
さ
ん

創
立
百
二
十
五
周
年
を
記
念
す
る
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
０
６
―

新
た
な
絆
―
」
は
十
月
八
日（
日
）、
台
風
一
過
の
澄
み
切
っ
た
秋
空
の
下
、

緑
豊
か
な
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
東
京
理
科
大

学
と
同
窓
会
組
織
で
あ
る
「
理
窓
会
」
が
共
同
主
催
し
た
も
の
で
、
約
三
千

人
の
卒
業
生
と
大
学
関
係
者
な
ど
が
集
い
、
若
き
日
に
共
に
学
ん
だ
学
友
や

恩
師
ら
と
再
会
し
旧
交
を
温
め
る
姿
が
、
数
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
参
加

し
た
卒
業
生
は
、
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
型
キ
ャ
ン
パ
ス
に
変
貌
し
続
け
る
母

校
・
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
展
ぶ
り
に
驚
く
と
と
も
に
、
本
学
の
教
育
研
究

活
動
の
充
実
と
社
会
貢
献
の
高
さ
に
、
改
め
て
大
き
な
関
心
を
寄
せ
た
。

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
は
来
年
以
降
も
、
毎
年
開
か
れ
る
。

新
宿
区
と「
災
害
情
報
　
構
築
」協
定

シ
ス

テ
ム

神
楽
坂
地
区
の
安
全
確
保
と
支
援
体
制
作
る

初
の「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」開
く
開
く

初
の「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」開
く

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

同
窓
集
い
多
彩
な
催
し

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

　【
宛
先
】
〒
162- 
8601
新
宿
区
神
楽
坂1-3 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課 

　【FAX

】03 -3260 -5823

【E-m
ail

】koho@
adm
in.tus.ac.jp
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